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主な内容

『 友だちと  そだち巣を立つ  辰の年 』

1.20
2012 年 No.759

◇ 議会だより … 16 p 〜 21 p
◇ 下北医療センター決算等 … 22 p 〜 23 p
◇ わんぱくジュニアパワーアップ作戦 ほか … 24 p 〜 27 p
◇ むつ市情報ポケット … 28 p 〜 31 p
◇ お元気ですか！保健コーナー … 32 p 〜 33 p
◇ ある日、どこかで…＆てっぺん下北 … 34 p

◇ 『市長への手紙』をお寄せください … 2 p 〜  4 p
◇ 暮らしに役立つ税情報 … 5 p 〜  7 p
◇ 下北・むつ市企業連携協議会の取り組み … 8 p 〜  9 p
◇ 【連載】電気自動車製作企画⑨ ほか … 10 p 〜 11 p
◇ 【連載】目指せ！市民協働・参画⑫ ほか … 12 p 〜 13 p
◇ 『自主防災組織』を作りましょう ほか … 14 p 〜 15 p

た たつ

1 月 8 日（日）「平成 24 年 むつ市成人式」開催

　この日、「平成 24年むつ市成人式」が下北文化会館にて開催されました。

　むつ市では今年、715名が成人を迎え、会場の下北文化会館には、スーツや袴、

振袖姿に身をまとった新成人 441名が出席し、旧友や恩師などとの再会を喜ぶ

姿があちこちで見られました。

　式典では、祝福メッセージや祝舞、歌などが披露され、また、記念品贈呈を

受けた新成人代表の濱中誠実さんと福原朱帆さんが「成人としての責任を持ち、

胸を張って明日から歩んでいきます」と決意の言葉を述べました。

　今年は、“むつ市のうまいは日本一！”を全国にＰＲしているマダム・ムチュリー

も成人を迎え、当日は記念品贈呈の介添え役としても活躍しました。

　式典終了後には、コミュニティホールにおいて、むつ市連合婦人会のみなさ

んによる手作りの温かいおそばが振る舞われ、たくさんの新成人たちが語らい

合う場として賑わいをみせていました。

ともなり しゅほ

遠島進教育長より
新成人代表を代表
して濱中誠実さん
と福原朱帆さんへ
記念品が贈呈され
た。介添え役はマ
ダム・ムチュリー。



( 2 )( 3 )

の り し ろ

市 政 に 対 す る ご 意 見 ・ ご 提 言 を お 書 き く だ さ い

た に お り

た に お り

の り し ろ

※ こ こ に は 記 入 し な い で く だ さ い

氏 名 歳 回 答 希 望 の 有 無 希 望 す る ・ 希 望 し な い

住 所 電 話 職 業

〜『希望のまち・むつ市』実現のために〜

  『市長への手紙』をお寄せください

〈問合せ先〉
市秘書広聴課広報広聴担当
( 22-1111内線 2152

防災行政用無線情報テレフォンガイド
放送内容を確認できます(  

(  

各地区放送内容の確認はこちらへ！（自動音声）

むつ地区 ( 22-7400 川内地区 ( 42-3741

大畑地区 ( 34-3000 脇野沢地区 ( 44-3741
 ※平日の午前 8時 30 分〜午後 5時 15 分の間に更新しています。 〈詳しくは〉市秘書広聴課( 22-1111内線 2152

☆防災・かまふせメールの登録はこちらへ！☆

パソコン用: http://anshin.city.mutsu.lg.jp

携帯電話用　  http://anshin.city.mutsu.lg.jp/mutsuMob

　みなさんは、ご自分が住むむつ市の『まちづくり』について、ご意見をお持ちではありませんか？

　『市長への手紙』は、私が市長に就任して以来、これまで6回実施している、市民のみなさまの

ご意見をお聞きする最も大切な取り組みの一つとして続けており、お寄せいただいた手紙は295

通、内容は392項目にもおよびました。

　すべての手紙に私、宮下順一郎が目を通し、ご希望の方に

は回答をし、また、各担当部課では、今後の事業を進めるう

えでの参考とさせていただいております。

　この『市長への手紙』のほか、市内各地で毎年開催している

『おでかけ市長室』や各種行事など、さまざまな場面において

市民のみなさまから多くのご意見をいただいておりますが、

今後は新たな広聴制度として、インターネットを活用した市

の重要施策等の計画段階や実施段階等で市民のみなさまから

のご意見や評価をお聞きする『メールモニター制度』導入も予

定しており、市民満足度の把握に努めてまいります。

　まちづくりの主役は市民のみなさんです。

　『希望のまち・むつ市』実現のために、みなさんのより具体

的で建設的なご意見をお気軽にお寄せください。心よりお待

ちしております。

むつ市長　宮　下　順一郎

　平成 23 年 5 月 16 日
おでかけ市長室“川内地区編”　

　平成 23 年 6 月 15 日
おでかけ市長室“団体編”　

みちのく福祉会のみなさまと懇談

　左ページの様式を切り取り、ご意見をご記入のうえ、ポストへ

ご投函ください。

　〈差出有効期限〉 平成 24 年 2 月 20 日（月）　※ 切手不要
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むつ市中央一丁目八番一号

む　つ　市　長　　行

（総務政策部秘書広聴課扱い）

※この封筒は、切手を貼らずにそのまま投函してください
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平成 24 年度  市・県民税の申告相談
〜できるだけ対象地区の申告相談日をご利用ください〜

　市では、平成 24 年度市・県民税の申告相談を次の日程で行います。

　申告が必要と思われる方に対し『申告のご案内』（1 月下旬送付予定）を

送付しますので、『申告のご案内』に記載されている日時に相談会場へお

越しください。申告書は、申告受付時に印刷するため送付していません

が、事前に記入される方や郵送で申告される方へは申告書を送付します

ので、お問い合わせください。

　なお、指定した日時や会場が遠方等で不都合な方は、本庁舎および各

庁舎どちらの会場でも受付しています（例…関根地区→大畑庁舎で申告、城ヶ

沢地区→川内庁舎で申告など）。ただし受付は、地区指定した日程が終了し

てからとなりますので、予め日程をご確認のうえ会場へお越しください。

　なお、本庁舎税務課では、3月1日から15日までの期間、土・日曜日

も申告を受け付けていますので、どうぞご利用ください。

【申告の必要な方】

　平成 24 年 1 月 1 日現在、むつ市に住所があり、次のいず

れかに該当する方です。該当する方は『申告のご案内』が届

かなくても申告が必要となりますので、次の相談日程表を

ご確認のうえ、相談会場へお越しください。

①前年中（平成 23年 1月1日〜12月 31日）に給与または

年金収入があった方で、給与支払報告書・年金支払報

告書がむつ市に提出されていない方

②営業、農業、不動産、譲渡、一時所得などの収入があった方

③退職したことなどにより、年末調整をしていない方

④医療費控除や扶養控除などの各種控除を受けようとする方

⑤収入がなかった方で、どなたの扶養も受けていない方

や、市外に住所がある親族に扶養されている方

※収入がなかった方、扶養されている方、障害年金、遺

族年金のみの収入の方の申告は、お電話での連絡でか

まいません

◎むつ地区の申告相談日程
※会場はいずれの日程もむつ市役所本庁舎大会議室です

日　時 対象地区

2 月 13 日（月）
9:30 〜 11:30 昭和町

13:00 〜 16:00 山田町

2 月 14 日（火）
9:30 〜 11:30

海老川町
13:00 〜 16:00

2 月 15 日（水）
9:30 〜 11:30 桜木町、大湊町

13:00 〜 16:00 文京町

2 月 16 日（木）
9:30 〜 11:30 川守町

13:00 〜 16:00 並川町、十二林

2 月 17 日（金）
9:30 〜 11:30

大平町
13:00 〜 16:00

2 月 20 日（月）
9:30 〜 11:30 仲町

13:00 〜 16:00 栗山町

2 月 21 日（火）
9:30 〜 11:30

新町
13:00 〜 16:00

2 月 22 日（水）
9:30 〜 11:30 小川町 1 丁目

13:00 〜 16:00 柳町 3・4 丁目

【申告の必要がない方】

①税務署や e-Taxにて確定申告をした方

②勤務先で年末調整がお済みの方で、給与の他に所得が

ない方（ただし、給与支払報告書が勤務先より提出され

ていない場合は申告が必要）

③年金収入のみで、住民税が課税されない方（65才以上

で年金収入が148 万円以下の方、65才未満で年金収入

が 98万円以下の方）

※年金収入については、日本年金機構（旧社会保険庁）などから

市に提出される公的年金等支払報告書により年金額を確認で

きるため、③に該当する方は、申告の必要はありません

※前年中に転入した方へも『申告のご案内』を送付しますが、勤

務先から年末調整済の給与支払報告書が市役所へ提出されて

いて他に収入がない場合には申告の必要はありません

日　時 対象地区

2 月 23 日（木）

9:30 〜 11:30 緑町、田名部町、美里町

13:00 〜 16:00 中央 1・2 丁目、真砂町、
酪農、長坂

2 月 24 日（金）
9:30 〜 11:30 宮後、緑ヶ丘、岩菜、旭町

13:00 〜 16:00 松山町、苫生町 1 丁目

2 月 27 日（月）

9:30 〜 11:30 大湊浜町

13:00 〜 16:00
本町、柳町 1・2 丁目、
斗南岡、最花

2 月 28 日（火）

9:30 〜 11:30 大湊新町

13:00 〜 16:00
清平、名古平、南名古平、
川代、烏沢、新田、上新田

2 月 29 日（水）

9:30 〜 11:30 大湊上町

13:00 〜 16:00
南関根、北関根、水川目、
美付、浜関根、出戸、高梨

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111

　市民税担当　　 内線2212〜2215

　固定資産税担当 内線2222〜2225

　納税管理担当　 内線2252・2253

　収納担当　　　 内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111

大畑庁舎管理課　　(34-2111

脇野沢庁舎管理課　(44-2111

暮らしに役立つ

          税 情 報

→
  ※次のページへつづく
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◎むつ地区の申告相談日程（つづき）

日　時 対象地区

3月  1日（木）

9:30〜 11:30
女舘・尻釜・槌川目・品ノ木・
椛山・近川

13:00〜 16:00
金曲 2・3 丁目・金谷沢・一
里小屋・大室平・神山・二又・
今泉・石蕨平

3月 2日（金）

9:30〜 11:30
大曲1～ 3丁目・南町・赤川町・
南赤川町・松原町

13:00〜 16:00
城ヶ沢・泉沢・新之助・近沢・
角違・大川目・宇曽利川・堺田・
新城ヶ沢・永下

 3月 3日（土）
〜4日（日）

9:30〜 11:30 全地区
（上記日程で都合の悪い方）13:00〜 16:00

日　時 対象地区 会　場

2月 28日（火）9:00〜 16:00 戸沢
川 内 庁 舎
2 階会議室

3月 1日（木）9:00〜 16:00 蛎崎

3月 2日（金）9:00〜 16:00 宿野部

3月 5日（月）9:00〜 15:00 畑・湯野川 畑地区公民館

3月 6日（火）9:00〜 15:00
銀杏木・安部城
上小倉平・下小倉平

銀杏木地区公民館

3月8日（木）
〜3月15日（木）
土曜・日曜を除く

9:00〜 16:00
全地区
（上記日程で

都合の悪い方）

川 内 庁 舎
2 階会議室

◎川内地区の申告相談日程

日　時 対象地区 会　場

2月 13日（月）

9:00〜 16:00

熊ケ平、板子塚

川 内 庁 舎
2 階会議室

2月14日（火） 新町・木品木

2月16日（木） 谷地町・浜町

2月17日（金） 中町、浦町、上町

2月20日（月） 休所、初見

2月21日（火） 中道、中畑

2月23日（木） 田野沢、石倉、高野川

2月24日（金） 桧川、葛沢

2月27日（月）9:00〜 16:00 袰川

日　時 対象地区

3月 5日（月）
9:30〜 11:30

若松町・小松ヶ丘・越葉沢・
落野沢・土手内

13:00〜 16:00 下北町・港町・金曲1丁目

3月 6日（火）
9:30〜 11:30

宇田町・奥内・浜奥内・中野沢・
中野沢開拓

13:00〜 16:00 横迎町1丁目・赤坂・和泉

3月 7日（水）
9:30〜 11:30 金谷 1・2丁目

13:00〜 16:00 横迎町 2丁目

3月 8日（木）
9:30〜 11:30 小川町 2丁目

13:00〜 16:00 上川町

3月 9日（金）
9:30〜 11:30 苫生町 2丁目・荒川町

13:00〜 16:00 松森町

 3月 10日（土）
〜15日（木）

9:30〜 11:30 全地区
（上記日程で都合の悪い方）13:00〜 16:00

日　時 対象地区

2月 15日（水）鹿間平、小サ沢

2月16日（木）小沢、稲平、赤坂

2月20日（月）滝山

2月21日（火）源藤城

2月22日（水）瀬野

日　時 対象地区

3月 1日（木）上町、浜町、湊町

3月 2日（金）弥生町、渡向

3月5日（月）
〜15日（木）

土曜・日曜を除く

全地区
（上記日程で

都合の悪い方）

◎脇野沢地区の申告相談日程　※会場…脇野沢地域交流センター会議室（脇野沢庁舎隣り）で9:00〜 16:30受付

→

→

日　時 対象地区 会　場

3月 1日（木）

9:00〜 16:00

本町、薬研

大畑庁舎 3階
第1委員会室

3月 2日（金） 本町

3月 5日（月） 湊村

3月 6日（火） 庚申堂、筒万坂、本門寺前

3月 7日（水） 東町、伊勢堂

3月 8日（木） 新町

3月 9日（金） 中島

3月12日（月）
〜15日（木）

全地区
（上記日程で

都合の悪い方）

〈詳しくは〉市税務課市民税担当

◎大畑地区の申告相談日程

日　時 対象地区 会　場

2月 16日（木）
10:00〜 15:00

平、戦敷
正津川地区公民館

2月17日（金） 高待、正津川

2月20日（月）
10:00〜 12:00 二枚橋、釣屋浜 二枚橋地区公民館

13:30〜 15:00 孫次郎間、大畑道、涌舘 孫次郎間地区公民館

2月 21日（火）
10:00〜 12:00 関根橋 関根橋地区公民館

13:30〜 15:00 小目名、高橋川 小目名地区公民館

2月 22日（水）
10:00〜 12:00 赤川 赤川地区公民館

13:30〜 15:00 木野部、佐助川 木野部地区公民館

2月 23日（木）

9:00〜 16:00

南町、松ノ木

大畑庁舎 3階
第1委員会室

2月24日（金） 兎沢、堂近

2月27日（月） 湯坂下

2月28日（火） 水木沢、戦敷

2月29日（水） 上野

→

※2月16日（木）～22日（水）の期間は、各地区の公民館にて

申告相談を行うため、大畑庁舎での申告相談は受付してい

ません

日　時 対象地区

2月 23日（木）新井田、寄浪

2月24日（金）蛸田、九艘泊

2月27日（月）団地、清水町

2月28日（火）下町、緑町、本町

2月29日（水）谷地町、親和町

　申告へ行こう！ 〜 医療費控除について 〜

　確定申告の時期が近づいてきました。

　そこで、前回の『寄付金控除について』に続き、例年の申告相談で特に質問の多い『医療費控除』についてご紹介します。

医療費控除の金額

（最高 200 万円まで）

支払った

医療費の金額

保険金等で補てん

される金額

次のいずれか少ない金額

  ・10 万円

  ・総所得金額等×５％
− −＝

◆医療費控除の申告に必要なものは？
　「前年1年間の医療費の領収書」が必要ですので、平成23年分の確定申告では平成 23 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日に支払

いが完了している領収書をご用意ください。領収書が無ければ控除を受けることができません。医療機関によっては領

収書を再発行しないところもありますので、医療費の領収書は大切に保管しておいてください。

◆医療費控除の申告はどうやるの？
　まず、平成23年中の医療費の領収書を用意しましょう。次は人ごと、病院ごとに分けて計算し、「医療費控除の内訳書」

を作成します。

◆医療費控除とは？
　多額の医療費を支出した人はそれだけ税を負担する力（担税力）が減ることになるので、医療費支出の分を税額の計算

に反映させることができます。これを「医療費控除」と呼びます。自分の医療費のほか、自分で支払いをした生計を一に

する家族の医療費も医療費控除として申告することができます。

◆計算のしかたは？
　医療費控除を申告すると「支払った医療費が戻ってくる」とお考えの方もいるようですが、あくまでも税額を計算する

ために所得の合計から「控除する」ものなので、支払った医療費が戻ってくるというものではありません。

　控除できる金額は「10 万円」または「所得の 5％」のいずれか少ないほうの金額を超える分のみが控除対象となり、最高

で 200万円までという上限があります。「10万円以上でなければ対象にならない」とお考えの方もいるようですが、その

方の所得の状況によっては10万円以下でも対象となる場合があります。

　また、入院等により多額の医療費を支払っても、生命保険契約に基づく医療費補てんを目的とした保険金や、高額療

養費として受け取った金額、出産一時金等の受給などがある場合には、補てんされた金額を支払い分から差し引いて計

算します。

　【医療費控除の計算例】

・所得250万円（給与収入380万円）の場合…10万円＜12万 5千円（所得250万円×5％）のため、10 万円を超える

支払い分が医療費控除の額となります。

・ 所得 150万円（給与収入 240万円）の場合…10万円＞7万 5千円（所得150万円×5％）のため、7 万 5 千円を超

える支払い分が医療費控除の額となります。

※所得税・住民税ともに上の算出方法ですが、配当所得等により控除額に差が生じることがあります。

　【医療費控除の内訳書の記載例】

医療を受けた人 続柄 病院等名称 支払った医療費 保険金などで補てんされた金額

むつ　太郎　 主 ○○病院 100,000円 50,000円

むつ　花子　 妻 △△歯科医院 20,000円

むつ　たかし 子 ☆☆小児科 30,000円

　　これで「医療費控除の内訳書」の完成です！　この内訳書と医療費の領収書を確定申告の会場で提出しましょう。

　ここでのポイントは、「自分で計算してから申告会場で申告をする」というところです。ご自宅でゆっくり計算してから

申告会場にお越しいただくと、申告に必要な時間がぐっと短くなります。

〈詳しくは〉市税務課市民税担当
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　「下北・むつ市企業連携協議会」（事務局：市産業政策課）は、下北地域の新たな産業振興や企

業の技術力向上を促進し、地域内の雇用を確保することを目的に、平成 21 年 11 月 25 日に設立し

ました。会員数は地元の企業や団体などを中心に 75 団体を数え、会長はむつ市長が務めています。

　当協議会では、企業の技術力向上や地元高校生をはじめとした地域住民の就業機会確保など

を目指し、さまざまな取り組みを行なっています。

　今回は、その取り組みの一部をご紹介します。

　平成 23 年 1 月から同年 8 月まで開催した「第 2 回 第 2 種放射線取扱主任者試験

対策講習会」には、70 名（うち高校生 25 名）の受講生が参加しました。

　8 月 26 日（金）に行われた試験には、45 名（うち高校生 15 名）が挑み、見事 11 名

が合格しました。中には現役高校生も含まれ、講習会が始まって以来初の高校生合

格者の誕生となりました。主催者からも「全国的に見ても高校生の合格は非常にまれ

です」との評価をいただきました。

　合格者は、改めて合格者を対象とした資格講習を受講し、文部科学大臣から国家

資格を得ることになります。この資格講習は、通常、東京、大阪などの大都市で開

催されていますが、今回は、主催者である（財）原子力安全技術センターおよび（独）

日本原子力研究開発機構にご協力いただき、当市関根浜にある（独）日本原子力研究

開発機構青森研究開発センター関根浜施設において、11月 29 日（火）～ 12 月 1日（木）

の 3 日間開催されました。

　そして 11 月 27 日（日）には、むつグランドホテルにおいて「合格者を祝う会」を開

催し、会長である宮下市長から合格者に顕彰状が授与されました。

　次のページでは、合格者のみなさんから試験突破に向けた取り組みおよび合格し

た感想をいただきましたのでご紹介します。

声第2種放射線取扱主任者試験合格者の

坂口 大和 さん　むつ工業高校 2 年

　最初はわからないことが多かっ

たのですが、一生懸命勉強し、回

を重ねるごとに理解できるように

なりました。合格できた時は、本

当に嬉しかったです。

主な取り組み

第 2種放射線取扱主任者試験で受講生 11 名が合格

荒関 信雄 さん　個人受講、講習最年長

　内野先生のアドバイスにより、

重要な箇所をチェックし、徹底し

た復習と過去問題集を繰り返しま

した。合格するとは思いませんで

した。問題が難しかったせいもあ

りますが、自分の記憶に自信がな

く、マークシートの記入間違いも心配でした。合格を

知った時は、「ヤッター 65 才、先生ありがとう！人生

一生勉強！一生青春！」と喜びに浸りました。

桑原 由紀 さん　（財）日本分析センター、第1種も合格！

　講習会の復習と過去問題集を中

心に、休日中心で勉強しました。

自分に自信が持てたことが一番大

きかったです。知識的には、まだ

まだ未熟なので、これからもいろ

んな形で学んでいきたいと思いま

す。先生、関係者のみなさま、本当にありがとうご

ざいました。

船水 七穂 さん　（有）船水電気商会

　「できる、できない」でなく、「や

るか、やらないか」で合否が決まる

と思います。関係者の方々、そして、

講師の内野先生本当にありがとう

ございました。

齋藤 久美子 さん　（財）日本分析センター

　気乗りしない日は、得意な科目

から取り掛かり、自分を奮い立た

せました。先生の講習も楽しく、

合格したことで自信にも繋がり、

他の事にも興味を持つようになり

ました。自分を変える良いきっか

けになったと思います。このような機会を与えてくだ

さって、ありがとうございました。

中村 洋介 さん　（株）大湊精電社

　受講当初は単語が全く理解でき

ず、合格できるか不安な気持ちで

一杯でした。中盤になると意外と

理解できるようになり、あとは過

去問題集を繰り返し、試験に臨み

ました。試験後の不安な気持ちが

吹き飛びました。努力が報われたと思います。

山崎 元靖 さん　（株）大湊精電社

　過去問題集をひたすら勉強しま

した。2 度目の挑戦で、去年より

問題が難しかったのですが、合格

できてとても嬉しかったです。そ

して、この資格を活かせるよう努

力していきたいと思います。

山口 瑛介 さん　（株）大湊精電社

　過去問題集をひたすら解きまし

た。試験は、過去問題集で出なかっ

たところも出題されましたが、他

の部分で取り返すことができたの

が良かったと思います。

おめでとうございます

澤畑 亜衣 さん　（財）日本分析センター

　講習を受け始めた時は、まさか自

分が合格できるなんて思ってもみま

せんでしたが、先生のわかりやすい

講習のおかげで回を重ねていくごと

に勉強も楽しくなっていきました。

職場から 3 人受験したのですが、3

人とも合格できたので本当によかったです。

武井 一大 さん　（有）北日本機械工業

　過去問題集でわからないところ

や忘れた箇所は、テキストに戻り、

復習するということを繰り返しまし

た。途中であきらめず、最後まで努

力することが大事だと思いました。

坂本 章永 さん　（株）菊末産業

　私は生コン車の運転手をしてい

ますが、1 月から 8 月の試験本番

まで、生コン配達の合間や空き時

間を利用して、過去問題集やテキ

ストを繰り返し読み、仕事が終わっ

てから会社の一室を借りて、1 日

平均2時間勉強しました。今年最大の目標だったので、

とても嬉しかったです。神様、ありがとう！

○講習会の開催

　企業の技術力向上と地域住民、高校生の就業機会確

保を目的に専門講習を開催しました。

・第2種放射線取扱主任者試験対策講習会（H23.1月～8月）

・非破壊試験技術者資格試験対策講習会（H23.11 月）

○情報交換会の開催　…H23.11.30

　平成 23 年 3 月 11

日の東日本大震災を

受け、企業は今後、

どのように対応して

いくのか、木村化工

機（株）（兵庫県尼崎

市）の事例を紹介し、

情報交換会を開催し

ました。

○企業訪問　…H23.8.23

　海上自衛隊艦船修繕事

業に関し、函館どつく（株）

と当地域で連携した取り

組みができないか模索し、

函館どつく（株）（函館市）

を訪問しました。

○要望活動　…H23.9.14

　震災後、景気が冷え込

み、今後の見通しが立た

ないとの要望を受け、協

議会幹事が、東北電力

（株）（仙台市）および東

北防衛局（仙台市）を訪問

し、要望書を提出しました。

下北・むつ市企業連携協議会
主な取り組みのご紹介

〈詳しくは〉市産業政策課内 下北・むつ市企業連携協議会( 22-1111 内線 2612
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電気自動車を製作します
むつ市電気自動車製作企画連載 第 9 回

〈詳しくは〉市企画調整課エネルギー政策担当( 22-1111内線 2333

次回こそテスト走行の模様がお知らせできるのではと思います！

製作終盤に大きな問題が発生！

　電気自動車製作もいよいよ大詰めを迎えました。

　今回は、前回の予告通りに進めば動力部分が完成し、テスト走行の模様をご紹介する予定でしたが、ここにき

新たな素材で再製作された
　　　　　　バッテリーのボックス
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『むつ市地球温暖化対策推進実行計画』
新たなチャレンジの開始！

【市施設の年度毎CO2 排出量の推移】

〈問合せ先〉
市環境政策課環境衛生担当

( 22-1111内線 2452

City Information（２０１２年・第７５９号）

新たな温室効果ガス（ＣＯ２）排出量削減目標
　　　　　　　　　　 新庁舎…平成 22 年度比平成 24 年度までに 2％削減

 　　　 新庁舎を除く市全施設…平成 19 年度比平成 24 年度までに 5％削減

　「むつ市地球温暖化対策推進実行計画」に基づく、平成 22 年度までのＣＯ２排出量および市役所

本庁舎の移転を踏まえた新たな目標についてお知らせします。

◆平成 22年度の温室効果ガス（CO2）排出量
　平成 22 年度排出量 11,402t － CO2 は、平成 19 年度排出量 10,588t － CO2 に比べ 7.7％増加しました。主な要因と

して、平成 21 年 9 月に市役所本庁舎の移転があり、平成 22 年度より通年での供用が開始したこと、また、平均気

温が平年より夏季は高く、冬季は低く降雪量も多かったことから、全体的に電気、A 重油、灯油の使用量が増加し

ていることが挙げられます。

　東日本大震災の影響のため、特に節電の取り

組みを強化していましたが、今夏の本庁舎 CO2

排出量を昨年比で 20％程度削減することがで

きました。市では、これからも目標達成のため、

・昼休みなどにおける照明の一部消灯

・冷暖房時の適切な温度管理

・環境に配慮した自動車の運転

・エネルギー効率の良い省エネ機

器への取り替え

などに積極的に取り組んでいきます。

◆新たな目標を追加します！

　本庁舎の CO2 排出量は、平成 19 年度が

472t － CO2 に対し、平成 22 年度が 1,368t －

CO2 と、全施設の CO2 排出量の増加量とほぼ

同じだけ増加しており、庁舎移転の影響が

あらわれています。

暖冬により暖房等節減 H21.9 本庁舎移転

見直し後の目標②
新庁舎を除く全施設
H19 年度を基準とし
H24 年度までに 5％減

見直し後の目標①
新庁舎
H22 年度を基準とし
H24 年度までに 2％減

【目標】
①新庁舎の CO2 排出量を通年共用を開始し

た平成 22年度を基準として、平成 24年度

までに2％削減する目標を設定します。

②新庁舎を除く全施設においては、CO2 排出

量を平成19年度を基準として平成 24 年

度までに5％削減する目標を継続します。

※「むつ市地球温暖化対策推進実行計画」

において、庁舎移転後には、目標を新た

に設定することが組み込まれています。

バッテリーを搭載する木製ボックスが使用できないことが判明

て問題が発覚！

　前回11月10日（第 755）号でご紹介したバッテリーを固定するための木製ボッ

クスなどが、安全上使用できないことが判明。バッテリーは 8個繋ぐと高い電圧

になるため、しっかりとした感電対策が求められるという基準が厳しくなったの

です。そこで、鉄フレームのアルミ板ボッ

クスを溶接作業により作成し、その内側に

ゴムを貼り付け、上部はアクリル板と絶縁

シートで覆い、感電防止と衝撃緩和のた

めの措置を行うこととしました。

　その他、モーターをコントロールする

ユニットなども同様に感電防止のため、専用のボックス内に設置することや、

モーターへの防水対策として、段ボールで型どりして仕切り板を製作するな

どの、安全性を高める作業を行なっています。

　これらの作業をしっかり施した後、いよいよ駆動確認、そしてテスト走行

となります。

【写真上】
モーター周り
もボックスで
遮断

【写真右】
ボックスは段
ボールで設計
した手作り

　地球温暖化防止には、みなさまの実践

が大きな力になります。

　家庭、オフィス、地域といった私たち

の身近な生活の中から一緒に行動してい

きましょう。
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『むつ市行政改革実施計画』シリーズ⑫ 

目指せ ! 市民協働・参画
ファシリテータ養成研修を実施しました

　地域の課題解決や魅力アップのために、市民同士または市民と行政が協働で取り組む際には、十分

な意見交換の場をつくることが大切です。そこで、会議の促進役である「ファシリテータ」の役割や会議

進行のコツを学ぶことを目的に、11 月 25 日（金）、26 日（土）に研修を実施しました。

　講師には、住民主体のまちづくり活動のサポート等でご活躍中の石塚雅明さんをお迎えし、25 日は

職員を、26 日は市民のみなさまを対象に行いました。

〈詳しくは〉
市総務課行革推進担当( 22-1111 内線 2121

「ご近所の底力」の堀尾正明さんがやってくる！

参加者の感想を紹介するのじゃ！

「勉強になった」

「多くの人に参加し

て欲しい」

「自分の意見を出す

ことの少ない土地柄

で、意見を引き出すワークショップは

重要」

「ふとした意見から新しいアイデアが浮

かんだりして、やってみるとおもしろい」

【写真左】
講師の石塚氏によるワークショップの
実演「地域での支え合いの取り組みを
考える」（26 日・市民）
ファシリテータの進行で、参加者から実
感のこもった意見が次々出されました。

【写真右】
ファシリテータが参加者の意見を書き
出し整理します。論点が視覚化され、
一気に分かりやすく！

参加者もワークショップにチャレンジ。
【写真左・職員】
　もっと「むつ市のうまいは日本一！」を推進するには

【写真右・市民】
　もっと町内会活動を活発にするには

　元ＮＨＫアナウンサーで、NHK 番組「ご近所の

底力」を長年担当された堀尾正明さんを講師にお

迎えして講演会を開催します。「お困りご近所」の

底力に間近に接してこられた堀尾さんから、地

域を元気にするヒントがいただけるものと思います。

　ぜひ、ご近所お誘い合わせのうえ、みなさまでお越しください。

〈お申し込み〉 不要です。直接会場にお越しください。

〈演題〉 「（仮）むつ市を元気に！見直そうご近所の底力」

2月12日（日）

午後 2時～

参加無料

プラザホテルむつにて

〈い　つ〉 2 月 1 日（水）午後 6 時 30 分～

〈どこで〉 市本庁舎大会議室 1

〈変更概要〉 

第二種住居地域への変更（約 13 ヘク

タール）、第一種住居地域への変更（約

0.8 ヘクタール）

〈変更の箇所図〉 

右図の太線内（変更のおおまかな範囲

を示しています）

むつ都市計画用途地域の変更素案説明会開催
　市では、むつ市中央地区（中央一丁目および中央二丁目の一部）の用途地域の変更計画書素案を作成しま

したので、その説明会を開催します。

〈詳しくは〉
市都市建築課都市計画担当

( 22-1111 内線 2742

City Information （２０１２年・第７５９号）

〈主な勤務場所〉 メンタルヘルス科男性病棟

〈主な業務〉

・病棟のシーツ交換　・患者の食事、入浴介助

・おむつ交換　・看護師の補助業務 など

〈申込受付時間〉 午前 8 時 30 分〜午後 5 時

※土曜・日曜・祝日および正午～午後 1 時の間を除く

〈申込方法〉

病院指定の履歴書を本人持参により提出（郵送可）。

〈その他〉

・書類選考で選ばれた方に対し、面接試験を実施します

・早出・遅出・夜間勤務あり（夜間勤務は手当あり）

むつ総合病院臨時看護助手登録者募集

〈問合せ・登録先〉
〒 035-8601 むつ市小川町 1-2-8

 むつ総合病院総務課人事係( 22-2111 内線 3221

募集人数 勤務時間 賃金日額 主な休日

2 名程度 8:30 ～ 17:15 6,913 円 シフト制

「むつ市民歌」歌詞募集中

〈問合せ・応募先〉
市企画調整課市民歌担当

〒 035-8686 むつ市中央 1 丁目 8 番 1 号

( 22-1111 内線 2312　   23-5178
+ mt-shimin-uta@city.mutsu.lg.jp

City Information（２０１２年・第７５９号）

〈応募期間〉 2 月 3 日（金）まで

　郵送（当日消印有効）、持参、FAX、電子メール（午後 5

時必着）いずれかの方法でご応募ください。

〈応募規定・概要〉

・400 字詰め原稿用紙または A4 サイズの用紙でご応募

ください（最大 3 番まで）。

・応募に当たっては、①住所 ②氏名（ふりがな） ③生年

月日 ④性別 ⑤職業（学生の場合は学校名と学年） ⑥電

話番号を必ず明記してください。

※詳しくは市政だより12月15日（第 757）号をご覧く

ださい
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【写真】

昨年 10 月 4 日に大

平岸壁で行われた

市総合防災訓練に

は、多くの市民の

みなさまにご参加、

ご観覧いただきま

した。

◎自主防災組織とは、何なの？
　大災害が発生した時、各自がバラバラに動いていては、かえって危険や混乱を招くおそれがあります。このような

時こそ、隣近所の人と協力し合い、地域住民が組織的に行動すれば、被害を最小限にくい止めることができます。

　地域の方々が「自分たちの地域は自分たちで守る」という意識を高め、災害時における地域の防災活動を円滑に行う

とともに、日ごろから災害に備えた訓練を行うなど、町内会などの単位で地域住民が自発的に結成する組織が「自主防

災組織」です。

　昨年 3月11日に発生した『東日本大震災』では、幾多の尊い命が犠牲となりました。このような歴史的

大震災を教訓とし、将来このような大災害が発生した時に被害を最小限に食い止めることができるよう、

市では地域の防災力を高めることを目的に、町内会などの単位で『自主防災組織』の結成やその活動の支

援を推進するとともに、『災害に強いまちづくり』を目指しています。

　自主防災組織については、昨年11月 24日に開催された「町内会長と市長との懇談会」の中でも町内会長

のみなさまに対しご案内していましたが、改めてその内容についてお知らせします。

〈問合せ先〉
市防災政策課( 22-1111内線 2132

〈勤務場所〉 市役所本庁舎市民課

〈勤務時間〉 

　午前 8 時 30 分〜午後 6 時 45 分のうち 1 日 5 時間 50 分

　※勤務割振表により出勤していただきます

〈募集人員〉 3 名程度

〈任用期間〉 平成 24 年 4 月 1 日から 1 年間

〈業務内容〉

・窓口における各種証明の受付および交付に関すること

・住民の記録（戸籍および住民票）に関すること

・各種受付業務 など

〈問合せ・申込先〉
市市民課窓口サービス担当( 22-1111内線 2412

　市では、窓口にお越しのみなさまをなるべくお待たせしないよう、窓口でのスピーディーな対応を目指し

配置している『窓口サービス専門員』を募集します。

『窓口サービス専門員』募集

〈給　　与〉 月額 129,600 円（平成 23 年度）

〈選考方法〉 面接審査により行います。

〈申込期間・方法等〉 

　1 月 24 日（火）〜 2 月 3 日（金）の間に、市市民課で配

布する指定の履歴書に記入のうえ、ご提出ください。

※土曜、日曜を除く

〈面接日〉 2 月 12 日（日） ※時間は別途ご連絡します

〈その他〉 

　任用が決定した方には、3 月1日（木）～ 3 月 30日（金）

の間の 10 日間程度、事前研修を受けていただきます。

県営住宅入居者募集

〈問合せ・申込先〉
青森県県営住宅等指定管理者

野村建設（株）県営住宅係
むつ市旭町 6-6　( 29-6474

団地名・所在地 建物の構造・建設年度 間取り・面積 募集戸数 家賃等

中央団地
むつ市中央 2-18-7

鉄筋コンクリート造
3 階建・平成 9 年

【3DK】DK10 帖、洋 7.5 帖、洋 6 帖、
和 6 帖、水洗トイレ、浴室、物置、
サンルーム・74.7 ㎡

1 戸
22,500 円〜 33,500 円
（駐車場 1,700 円別）

昭和団地
むつ市昭和町 14-3

鉄筋コンクリート造
3 階建・平成 4 年

【3DK】DK9 帖、和 6 帖× 3、水洗トイレ、
浴室、物置・66.5 ㎡・1 戸

1 戸
18,300 円〜 27,200 円
（駐車場 1,400 円別）

〈その他〉

・家賃は収入に応じて決定され、敷金は家賃の 3 か月分となります。

・入居時に連帯保証人 2 名が必要となります。

・ペット類を飼うことはできません。

〈募集期間〉 2 月 1 日（水）〜 10 日（金）　※ 土曜・日曜を除く午前 8 時 30 分〜午後 5 時 30 分受付

〈入居予定日〉 4 月 1 日（日）

〈募集する県営住宅の概要〉

City Information （２０１２年・第７５９号）

スクールサポーター登録者募集中

〈業務内容〉 特別な配慮を必要とする児童生徒の学校生活支援

〈採用予定人員〉 若干名

〈申込方法〉 

　市指定の履歴書および採用希望調査票をご提出ください。

　市教育委員会では、平成 24年度スクールサポーターの登録者を募集します。採用については、登録者の中

から面接等により決定し、通知します。勤務条件などの詳細はお問い合わせください。

〈申込締切〉 2 月 3 日（金）

※期間後に申し込みをされた方は、欠員補充のための登

録者となります

〈面接日〉 2 月中に実施予定　※日時は後日通知します

〈問合せ・申込先〉市教育委員会学校教育課( 22-1111内線 3133

　災害に強いまちづくりを築いていくため、自主防災組織を

結成しましょう。ご不明な点など詳しくはご相談ください。

災害から人の命と安全を守るために町内会などで

『自主防災組織』を作りましょう

◎自主防災組織は、なぜ必要なの？
　平成 7 年に発生した『阪神・淡路大震災』では、家屋などの下敷きになりながら

救助された方のうち、約95％は家族や隣近所の住民、通りがかりの人々などの協

力によるものであり、公的機関により救助された人は、約 2.5％に過ぎなかったと

いうデータがあります。これは災害の規模によっては、建物の倒壊、道路の損壊、

火災の発生など、多岐にわたる被害に対して、消防や市などの

公的防災機関が充分に対応ができないことがあるためです。

　このような事態が発生した時に、地域内の高齢者や身体障害

者、介助の必要な方などに救助の手を差しのべることができる

のは、身近にいる地域の方々です。

　自主防災組織を結成し、災害発生時の役割分担などの体制を

整えておくとともに、災害時要援護者、避難経路などの情報を

共有化することで、多くの命を守ることができます。

◎自主防災組織は、どのようにしてつくるの？
　〈組織結成の手順〉

①町内会などの役員会などで自主防災組織の必要性を議題にします。

②組織として活動するためには、規約が必要となりますので規約（案）、活

動計画（案）を作成します。

③総会で自主防災組織の結成（案）を議題とし、討議を行い、組織結成に係

る合意を得ます。

④市の防災担当課（市防災政策課または各庁舎管理課）に「自主防災組織結

成届出書」を提出します。

⑤市が自主防災組織と認定します。

⑥自主防災組織の活動を開始します。
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むつ市議会だより − 第210回定例会 −

　
む
つ
市
議
会
第
２
１
０
回
定
例
会
が
、
去
る
11
月
29
日
か
ら

12
月
16
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
27
議
案（
う
ち
議
員
提
出
１
件
）・
１
報
告
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
９
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
７
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
45
号
　
む
つ
市
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む
つ
市

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

て
い
る
む
つ
市
情
報
公
開
審
査
会
と
む

つ
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
い
て

設
置
さ
れ
て
い
る
む
つ
市
個
人
情
報
保

護
審
査
会
を
統
合
し
、
む
つ
市
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
設
置
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
現
在
設
置

さ
れ
て
い
る
２
つ
の
審
査
会
と
新
し
く

設
置
さ
れ
る
審
査
会
の
委
員
の
構
成
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
２
つ
の
審
査
会

は
、
ど
ち
ら
も
５
人
で
、
委
員
に
つ
い

て
は
兼
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
の
２
つ
の
審
査
会
は
審
議
す
る
内
容

が
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

18
年
度
に
む
つ
市
個
人
情
報
保
護
審
査

会
を
設
置
し
た
段
階
か
ら
兼
務
と
し
て

い
る
の
で
、
新
し
く
設
置
さ
れ
る
審
査

会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
委
員

が
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
47
号
　
む
つ
市
情
報

公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む
つ
市
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
設

置
に
伴
う
条
文
整
備
を
す
る
ほ
か
、
情

報
公
開
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
コ
ピ
ー
代

の
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
コ
ピ
ー
代
に
つ
い
て

は
、規
則
、要
綱
等
で
規
定
し
て
い
る
が
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
引
き
下
げ
る
予
定

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
48
号
　
む
つ
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む

つ
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
の
設
置
に
伴
う
条
文
整
備
を
す
る
ほ

か
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
新
た
に
、

口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
等
と
あ
る
が
、

電
話
で
も
可
能
な
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
口
頭
に
よ
る
請

求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
本
人
確
認
が
必

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
た
だ
ち
に
開
示

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電

話
に
よ
る
請
求
は
認
め
て
い
な
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
49
号
　
む
つ
市
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
23
年
６
月

30
日
の
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
適
用
下
限
額
を
５
千
円
か
ら
２
千
円

へ
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
税
等

の
不
申
告
に
か
か
る
罰
則
の
強
化
等
、

所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
複
数
の
委
員
か
ら
、
不

申
告
の
件
数
及
び
不
申
告
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
３
月
中
旬
の
申
告
期

限
で
の
不
申
告
は
約
８
０
０
件
で
あ
る

が
、
不
申
告
に
よ
り
過
料
を
受
け
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
50
号
　
む
つ
市
税
の

徴
収
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
住
民
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
新

に
伴
い
、
集
合
税
方
式
を
廃
止
し
、
単

税
方
式
と
し
て
、
現
在
４
期
と
な
っ
て

い
る
市
外
の
個
人
お
よ
び
法
人
の
納
期

を
、
市
内
の
個
人
と
同
じ
く
８
期
に
統

一
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
集
合

税
方
式
は
、
む
つ
市
独
自
の
運
用
で
あ

り
、
複
雑
高
度
化
す
る
税
制
改
正
へ
の

対
応
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
標
準
仕
様
の
税
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
複
数
の
納

付
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
郵
送

料
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
郵
送

料
だ
け
を
考
え
れ
ば
経
費
は
増
加
す

る
が
、
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
税
制
改

正
等
に
伴
い
毎
年
の
よ
う
に
税
シ
ス
テ

ム
の
更
新
が
必
要
と
な
る
が
、
標
準
仕

様
の
税
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
シ
ス
テ
ム

更
新
が
２
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円

で
済
む
も
の
が
、
当
市
の
場
合
は
独
自

の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
た
め
、

３
千
万
円
か
ら
４
千
万
円
か
か
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
標
準
仕
様
の
税
シ
ス
テ

ム
に
す
る
こ
と
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
更
新

に
か
か
る
経
費
が
削
減
さ
れ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
51
号
　
む
つ
市
立
学

校
設
置
条
例
お
よ
び
む
つ
市
立
学
校
給

食
共
同
調
理
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

城
ヶ
沢
小
学
校
が
平
成
24
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
閉
校
し
、
４
月
１
日
か
ら
大

湊
小
学
校
へ
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

学
校
設
置
条
例
か
ら
城
ヶ
沢
小
学
校
を

削
除
す
る
と
と
も
に
、
大
湊
中
学
校
と

城
ヶ
沢
小
学
校
へ
学
校
給
食
を
提
供
し

て
い
る
西
通
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
支
給
の
対

象
と
な
る
災
害
の
種
類
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
暴
風
、

豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
高
潮
、
地
震
、

津
波
そ
の
他
異
常
な
自
然
現
象
と
定
義

し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
54
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
、
む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ

い
体
験
館
の
指
定
管
理
者
に
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
シ
ェ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
川

内
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
こ
の
指
定

管
理
者
を
選
定
し
た
理
由
お
よ
び
冬
期

間
の
活
動
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
応
募
し
た
２
団
体
に

つ
い
て
選
定
委
員
会
で
選
定
基
準
に
従

い
評
価
、
評
点
し
た
結
果
、
も
う
１
団

体
を
上
回
っ
た
た
め
で
あ
り
、
冬
期
間

は
外
で
の
活
動
が
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
、
貝
な
ど
の
展
示
や
、
夏

場
に
行
っ
た
活
動
の
講
演
等
を
行
な
っ

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
海
に
関
す

る
活
動
が
多
く
、
森
の
活
動
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
今
回
の
公
募
に
あ
た
り
、

野
山
で
の
自
然
学
校
及
び
恐
山
旧
参
道

の
散
策
な
ど
を
指
定
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
加
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
利
用
料
金

場
は
城
ヶ
沢
小
学
校
の
閉
校
に
よ
り
共

同
調
理
場
で
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
む

つ
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条
例
か
ら

当
該
共
同
調
理
場
を
削
除
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
大
湊
中
学

校
へ
の
給
食
の
提
供
と
職
員
の
変
動
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
共
同
調
理
場
は
大
湊
中
学
校
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
来
年
の
４
月
か
ら
は

単
独
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
共

同
調
理
場
の
場
合
は
設
置
基
準
に
よ
り

県
費
負
担
の
栄
養
士
が
配
置
さ
れ
て
い

る
が
、
単
独
校
で
給
食
数
が
５
０
０
食

未
満
の
調
理
場
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士

を
配
置
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

調
理
師
が
献
立
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
５
０
０
食

未
満
で
も
栄
養
士
が
管
理
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
献
立
の
作
成

に
つ
い
て
は
給
食
数
に
か
か
わ
ら
ず
栄

養
士
に
よ
る
作
成
が
望
ま
し
い
と
思
っ

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
52
号
　
む
つ
市
災
害

弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象

者
の
範
囲
に
、
死
亡
者
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
ま
た
は
祖
父
母
の
い
ず
れ
も

存
し
な
い
場
合
に
限
り
兄
弟
姉
妹
を
追

加
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

収
入
の
増
加
に
つ
い
て
提
案
は
あ
っ
た

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
入
れ
た
収
益

は
指
定
管
理
の
中
で
認
め
て
お
り
、
経

営
努
力
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
指
定
事
業
お
よ
び
法
人
の
自
主
事

業
等
で
集
客
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
伝

え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
複
数
の
委
員
か
ら
、
新
し
い

発
想
を
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
作
り
を
今
後
検
討
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
62
号
　
青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
増
加
お
よ
び
青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
構
成
団
体
と
し
て
弘
前
市
を

加
入
さ
せ
、
な
ら
び
に
、
共
同
処
理
す

る
事
務
の
う
ち
市
町
村
税
等
の
滞
納
整

理
に
関
す
る
事
務
に
弘
前
市
、
黒
石
市
、

五
所
川
原
市
お
よ
び
三
沢
市
を
加
え
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
法
第
76

条
に
規
定
す
る
保
険
料
と
あ
る
が
、
な

ぜ
、
弘
前
市
等
が
加
入
す
る
段
階
で
こ

れ
が
付
け
加
わ
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
は
平
成
19
年
に
４
つ
の

一
部
事
務
組
合
が
合
併
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
規
約
の
変
更
は
そ
の
う
ち

の
滞
納
整
理
事
務
に
か
か
る
部
分
で
あ

り
、
こ
の
事
務
に
は
当
市
は
加
入
し
て

お
ら
ず
、
詳
細
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
滞
納
処
分
の
実
施
に
関
す

る
事
務
に
か
か
る
条
文
整
備
と
思
わ
れ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
７
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
７
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
53
号
　
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平

成
23
年
３
月
11
日
の
大
震
災
で
、
関
根

浜
漁
港
施
設
の
第
３
西
防
波
堤
の
本
体

が
沈
下
、
破
損
し
、
ま
た
、
消
波
工
も

沈
下
し
た
た
め
、
こ
の
復
旧
工
事
と
し

て
防
波
堤
の
撤
去
、
新
設
お
よ
び
上
部

工
の
か
さ
上
げ
を
行
い
、
ま
た
、
消
波

工
を
新
設
し
て
従
来
の
効
用
を
発
揮
す

る
よ
う
に
復
旧
す
る
た
め
の
も
の
で
、

現
在
仮
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
本
議

案
の
可
決
を
経
て
、
工
事
着
手
と
な
る

議 会 だ よ り
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と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
58
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
、
脇
野
沢
瀬
野
牧
野
外
９

施
設
の
指
定
管
理
者
に
社
団
法
人
む
つ

市
脇
野
沢
農
業
振
興
公
社
を
指
定
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
応
募
者
は
当
該

法
人
の
み
で
、
10
月
６
日
お
よ
び
19
日

の
選
定
委
員
会
を
経
て
選
定
し
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
利
用
状
況

等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
牧
野
の
延
べ
利
用
頭
数
は
、

平
成
20
年
度
が
９
千
８
６
５
頭
、
平
成

21
年
度
が
９
千
５
１
３
頭
、
平
成
22

年
度
が
９
千
２
８
７
頭
で
、
３
年
間
の

平
均
で
は
９
千
５
５
５
頭
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
利
用
農
家
数
に
つ
い
て
は
、

ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
十
数
戸
あ
っ
た

が
、
現
在
は
２
戸
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
同
じ
委
員
か
ら
、
利
用

者
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
方
に
任
せ
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
は

な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
利
用
効
率
だ
け
を
考
え
て
廃

止
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
簡
単
に

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

建
物
が
新
し
け
れ
ば
ど
こ
か
に
移
管
す

る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
現

状
で
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
脇
野
沢
農

業
振
興
公
社
と
行
政
の
関
係
、
累
積

赤
字
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
平
成
17
年
の
合
併
ま

で
は
旧
脇
野
沢
村
か
ら
赤
字
補
て
ん

の
補
助
金
を
支
出
し
て
い
た
が
、
合
併

後
は
補
て
ん
を
し
て
い
な
い
の
で
、
現

在
５
千
５
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
赤
字
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
３
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
は
単
年
度
で
１
千
５
０
０
万
円

か
ら
２
千
万
円
ぐ
ら
い
の
赤
字
だ
っ
た

が
、
昨
年
は
二
百
数
十
万
円
と
赤
字
の

幅
は
着
実
に
減
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

人
件
費
削
減
の
た
め
事
務
局
に
市
か
ら

職
員
を
１
人
派
遣
し
て
お
り
、
赤
字
削

減
の
た
め
の
計
画
も
作
成
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
徐
々
に
そ
う
い
う

方
向
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
59
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
、
む
つ
市
大
畑
木
材
工
芸

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
大
畑
ひ
ば

工
芸
研
究
会
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
こ
の
施
設

は
指
定
管
理
に
馴
染
む
施
設
で
は
な
い

と
思
う
が
、
非
公
募
で
引
き
続
き
指
定

管
理
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
指
定
管
理
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
若
干
の
疑
問
は

持
っ
て
い
る
が
、
前
回
も
非
公
募
で
お

願
い
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
木
材

利
用
や
木
工
加
工
の
振
興
の
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
り
、
徐
々

に
一
般
の
利
用
者
も
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
指
定
管

理
の
趣
旨
と
い
う
原
点
に
返
っ
て
、
民

間
移
譲
ま
た
は
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
で
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
こ
の
指
定
管
理

が
始
ま
っ
た
と
き
は
直
営
か
指
定
管
理

か
ど
ち
ら
か
だ
っ
た
が
、
今
は
若
干
変

わ
っ
て
き
て
委
託
も
あ
り
得
る
と
い
う

こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
指
定
管
理
者

に
も
そ
う
い
う
考
え
が
あ
る
こ
と
も
伝

え
て
お
り
、
こ
の
３
年
間
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
60
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
、
む
つ
来
さ
ま
い
館
ほ
か

２
施
設
の
指
定
管
理
者
に
む
つ
商
工
会

議
所
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で
、
公

募
を
行
な
っ
た
が
応
募
者
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
む
つ
商
工
会
議
所
を
指
名

し
、
協
議
を
続
け
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
指
定
管
理

料
と
収
入
、
人
件
費
等
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
指
定
管

理
料
は
建
物
を
管
理
す
る
だ
け
の
料
金

で
あ
り
、
人
件
費
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
働
く
９
人
分
で
、
そ
れ
以
外
の
商
工

来
る
と
思
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
63
号
　
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
南
町

連
絡
１
号
線
に
つ
い
て
市
有
地
道
路
の

整
備
完
了
に
伴
い
終
点
を
変
更
し
、
再

認
定
を
す
る
た
め
に
廃
止
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
委
員

か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
64
号
　
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
議

案
第
63
号
で
廃
止
を
す
る
南
町
連
絡

１
号
線
を
再
度
市
道
認
定
す
る
と
と
も

に
、
道
路
整
備
が
完
了
し
た
市
有
地
道

路
お
よ
び
開
発
行
為
に
よ
る
道
路
敷
地

の
帰
属
し
た
も
の
、
ま
た
寄
附
採
納
の

あ
っ
た
路
線
等
の
９
路
線
を
市
道
認
定

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
寄
附
採
納

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
寄
附
採
納
は
、
内
田
団
地
の
４

路
線
で
あ
る
。
ま
た
、
寄
附
に
係
る
要

綱
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
６
メ
ー
ト
ル

幅
で
、
路
盤
改
良
を
し
て
側
溝
も
入
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
等
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
り
ま

す
が
、
最
後
に
各
委
員
か
ら
、
指
定

管
理
者
制
度
を
適
用
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
こ
の
制
度
が
本
当
に
馴
染
む
施
設

で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
も
う
一
度
根
本

的
に
検
討
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

▼
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
青
森
県
人
事
委
員
会
の
県
職
員
の
給

与
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、
市
職
員
の

給
料
月
額
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

　
　
む
つ
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
暴
力
団
排
除
条
例

　
　
市
の
暴
力
団
排
除
を
推
進
す
る
施

策
、
規
制
等
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
む
つ
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
の
設
置
に
伴
う
条
文
整
備

を
す
る
ほ
か
、
情
報
公
開
制
度
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
む
つ
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
の
設
置
に
伴
う
条
文
整
備

を
す
る
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護
制
度

の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
を
引
き
下
げ
、
市
民
税
等
の
不
申

告
に
係
る
過
料
を
引
き
上
げ
る
ほ

か
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め

の
も
の

▼
む
つ
市
税
の
徴
収
等
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
委
員

か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
57
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

大
畑
中
央
公
園
外
１
施
設
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
複
数
の
委
員
か
ら
、
人

件
費
の
う
ち
理
事
長
分
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
あ
く
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
関
係
施
設

の
管
理
に
従
事
す
る
事
務
局
長
以
下
９

名
分
の
人
件
費
の
提
案
で
あ
り
、
理
事

長
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
理
事
長
の

人
件
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
従
事
割
合
が
全
く
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
応
募
団
体
の
業
務
形
態

と
理
事
長
と
い
う
職
務
か
ら
、
従
事
割

合
が
全
く
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

応
募
団
体
か
ら
の
提
案
だ
け
で
な
く
、

行
政
側
も
実
態
に
沿
っ
た
積
算
を
す
る

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
委
員
か
ら
、
冬
期
間
は

日
没
時
刻
も
早
く
、
施
設
閉
鎖
後
バ
ス

停
か
ら
あ
さ
ひ
な
丘
プ
ー
ル
ま
で
の
間

が
真
っ
暗
で
あ
り
、
施
設
管
理
の
観
点

か
ら
も
通
路
の
照
明
点
灯
時
間
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
大
畑
中

央
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
通
路
の
照
明
に
つ
い
て
は
、

募
で
あ
る
が
、
夫
婦
か
っ
ぱ
の
湯
は
有

料
で
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
あ
る
の
で
、

あ
る
程
度
の
集
客
と
利
益
は
見
込
め
る

と
い
う
こ
と
で
指
定
管
理
に
至
っ
た
も

の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
管
理
方
法

等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
今
年
度
屋
根
を
か
ぶ
せ
た
元

祖
か
っ
ぱ
の
湯
は
、
今
ま
で
は
掃
除
だ

け
で
、
管
理
人
が
お
ら
ず
、
盗
難
と
か
、

男
女
で
分
け
て
い
る
入
浴
時
間
が
守
ら

れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
苦
情
が
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
へ
行
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
一
体
で
管
理
を
し
て
も
ら
う
に
当

た
っ
て
は
、
連
絡
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
付
け
、
男
女
別
の
入
浴
時
間
に

つ
い
て
の
放
送
が
流
れ
る
よ
う
に
し
、

ま
た
、
新
た
に
元
祖
か
っ
ぱ
の
湯
を
見

回
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
別
の
委
員
か
ら
、
指
定
管
理
全
体

を
こ
の
辺
で
も
う
一
度
検
討
す
る
考
え

は
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
平
成
18
年
度
に
始
ま
っ
た

当
初
は
二
者
択
一
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
、
徐
々
に
こ
の
施
設
は
馴

染
ま
な
い
の
で
な
い
か
と
い
う
施
設
も

出
て
き
て
い
る
。
指
定
管
理
は
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
か
企
画
を
出
し
て

市
で
管
理
す
る
よ
り
も
遙
か
に
違
う
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

民
間
に
望
ん
で
い
る
制
度
な
の
で
、
そ

れ
を
や
っ
て
い
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

会
議
所
の
職
員
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
収
入
は
利
用
料
収
入
で
あ
る

が
、
指
定
管
理
料
の
算
定
に
お
い
て
、

そ
の
取
り
扱
い
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ

り
、
利
用
料
収
入
を
指
定
管
理
者
の

収
入
と
し
て
、
そ
の
分
を
差
し
引
い
て

算
定
す
る
方
法
、
も
う
一
つ
は
利
用
料

収
入
を
市
の
一
般
会
計
に
入
れ
て
、
利

用
料
収
入
を
算
入
し
な
い
方
法
で
あ
る

が
、
市
の
一
般
会
計
に
入
れ
る
方
法
で

は
、
頑
張
っ
て
利
用
料
収
入
を
上
げ
て

も
指
定
管
理
者
の
収
入
は
増
え
な
い
の

で
、
市
で
は
指
定
管
理
者
の
収
入
と
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
収
入
が
収

支
計
画
よ
り
多
か
っ
た
場
合
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
黒
字
に
な
っ
た
場
合
は
指
定
管

理
者
の
収
入
と
な
る
が
、
そ
の
か
わ
り
赤

字
に
な
っ
て
も
市
は
原
則
と
し
て
補
て
ん

し
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
61
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
、
む
つ
市
奥
薬
研
修
景
公

園
と
新
た
に
加
え
た
む
つ
市
営
薬
研
温

泉
露
天
風
呂
の
指
定
管
理
者
に
大
畑
町

商
工
会
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
こ
の
件
も

非
公
募
だ
が
指
定
管
理
に
馴
染
む
の
か
、

委
託
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
前
回
は

公
募
し
た
が
応
募
が
な
く
今
回
は
非
公

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
５
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
７
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
46
号
　
む
つ
市
暴

力
団
排
除
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
本
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
青
森
県
暴
力
団
排
除
条
例
に
な
ら
い
、

む
つ
市
に
お
い
て
も
、
そ
の
目
的
・
理
念

に
同
調
し
、
施
策
・
役
割
・
対
応
等
を

規
定
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
55
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む

つ
市
介
護
老
人
保
健
施
設
や
げ
ん
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
委
員

か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
56
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む

つ
市
心
身
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
家
の
指

今
後
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、

ま
た
、
震
災
の
影
響
で
資
機
材
の
搬
入

が
困
難
と
な
り
、
事
故
繰
越
し
と
し
て

お
り
ま
し
た
ト
イ
レ
改
築
工
事
に
つ
い

て
は
、
本
日
、
12
月
７
日
に
入
札
を
執

行
し
、
明
日
契
約
締
結
予
定
で
、
工
期

は
年
度
内
と
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
69
号
　
平
成
23
年
度

む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
要
介
護

認
定
に
係
る
訪
問
調
査
件
数
の
増
加
に

伴
い
調
査
費
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て

１
０
４
万
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
、

財
源
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
旅
費
の
増

額
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
介
護
認
定
調
査
を
行
う
調
査

員
の
報
酬
と
費
用
弁
償
を
申
請
件
数
の

増
加
に
応
じ
て
増
額
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
年
間

の
調
査
件
数
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
21
年
度

は
３
千
６
４
９
件
、
平
成
22
年
度
は

３
千
６
７
０
件
と
な
っ
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議
　
案



( 2 0 )( 2 1 )

　
　
市
民
税
等
の
集
合
税
方
式
を
単
税

方
式
に
移
行
し
、
お
よ
び
納
期
を
統

一
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
条
文

整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
立
学
校
設
置
条
例
及
び
む
つ

市
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
大
湊
小

学
校
に
城
ケ
沢
小
学
校
を
統
合
す
る

こ
と
に
伴
い
、
城
ケ
沢
小
学
校
の
閉

校
及
び
西
通
地
区
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
廃
止
に
つ
い
て
条
文
整
備
を

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
災
害
弔

慰
金
の
支
給
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大

す
る
た
め
の
も
の

▼
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
関
根
漁
港
施
設
災
害
復
旧
工
事
に

係
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
介
護
老
人
保
健
施
設
や
げ

ん
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め

の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
心
身
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の

家
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め

の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
大
畑
中
央
公
園
外
１
施
設
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
脇
野
沢
瀬
野
牧
野
外
９
施
設
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
大
畑
木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
来
さ
ま
い
館
外
２
施
設
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
奥
薬
研
修
景
公
園
外
１
施

設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め

の
も
の

▼
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及

び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
弘
前
市
の
加
入
に
伴
い
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
を
増
加

し
、
市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関

す
る
事
務
等
に
つ
い
て
、
組
合
規
約

を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
南
町
連
絡
１
号
線
の
終
点
を
変
更

し
、
再
認
定
す
る
た
め
廃
止
す
る
た

め
の
も
の

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
前
議
案
に
お
い
て
廃
止
し
た
市
道

路
線
の
ほ
か
、
寄
附
採
納
を
受
け
た

路
線
等
８
路
線
に
つ
い
て
、
新
た
に

認
定
す
る
た
め
の
も
の

つ
い
て

・   

雇
用
対
策
や
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

▼
西
通
り
地
区
の
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て

・   

口
広
～
滝
山
線
の
工
事
状
況
に
つ
い
て

・   

西
通
り
地
区
の
バ
イ
パ
ス
道
路
に
つ
い
て

・   

宿
野
部
～
蛎
崎
間
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

▼
原
子
力
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・  

連
携
防
災
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

・   

避
難
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◎
濵
　
田
　
栄
　
子

▼
地
域
経
済
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
に

つ
い
て

・   

漁
業
の
現
状
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

・   

水
産
加
工
業
の
現
状
と
今
後
の
施
策

に
つ
い
て

・   

林
業
の
現
状
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

・  

農
業
の
現
状
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

◎
佐
　
賀
　
英
　
生

▼
原
子
力
政
策
に
つ
い
て

・   

中
間
貯
蔵
施
設
の
進
捗
状
況
と
稼
働

予
定
時
期
に
つ
い
て

・  

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
県
と
国
と
の

協
議
を
行
い
、
明
確
な
年
度
を
示
す

こ
と
に
つ
い
て

・   

東
通
・
大
間
両
原
子
力
発
電
施
設
に

関
す
る
活
断
層
お
よ
び
津
波
対
策
に

対
す
る
市
長
の
所
見
に
つ
い
て

・   

む
つ
運
動
公
園
野
球
場
の
汚
染
土
の
処

理
状
況
と
供
用
開
始
時
期
に
つ
い
て

▼
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・   

人
材
育
成
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、

（
財
）地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
全
国

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
へ
の
職
員
お

よ
び
団
体
の
参
加
補
助
に
つ
い
て

・   

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
が
れ
き

処
理
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
の
防
災
に
つ
い
て

・   

原
子
力
発
電
所
に
か
か
る
関
係
市
町

村
長
会
議
に
つ
い
て

・   

災
害
時
に
お
け
る
Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル

と
の
連
携
に
つ
い
て

・   

避
難
道
路
と
し
て
の
下
北
・
津
軽
半

島
大
橋
の
建
設
に
つ
い
て

◎
大
　
瀧
　
次
　
男

▼
雇
用
促
進
に
つ
い
て

・   

平
成
20
年
12
月
に
出
さ
れ
た
中
小
企

業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
む
つ
市

で
の
活
用
実
績
と
市
長
の
所
感
に
つ

い
て

・   

平
成
21
年
10
月
に
出
さ
れ
た
緊
急
雇

用
対
策
の
む
つ
市
で
の
活
用
実
績
と

市
長
の
所
感
に
つ
い
て

・   

市
長
選
挙
に
際
し
政
策
提
言
の
一
つ

に
「
電
源
交
付
金
に
よ
る
電
気
料
還

元
事
業
の
検
討
を
は
じ
め
ま
す
」と

あ
る
が
、
有
効
な
還
元
施
策
と
し
て
、

む
つ
市
独
自
に
雇
用
促
進
対
策
を
創

設
、
市
民
の
働
く
場
の
確
保
に
充
て

る
考
え
が
な
い
か

▼
田
名
部
地
区
中
心
街
へ
の
市
役
所
出

張
所
の
設
置
に
つ
い
て

・   

旧
田
名
部
駅
前
商
店
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
に

よ
る
効
果
に
つ
い
て

・   

地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
と
同
時
進

行
し
て
い
る
ま
ち
な
か
再
生
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
期
待
す
る
も
の

・   

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
み
公

共
的
交
通
機
関
に
よ
る
便
数
も
縮
小

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
根
、
近

川
方
面
、
中
心
市
街
地
に
居
住
す
る

市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

避
け
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
柱
と

も
な
る
市
の
窓
口
と
し
て
の
機
能
を

持
つ
出
張
所
を
当
該
地
域
に
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か

▼
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て

・   

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

・   

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
へ
運
動
の
場

を
提
供
で
き
る
施
設
が
あ
る
か

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

県
立
田
名
部
高
等
学
校
大
畑
校
舎
の

存
続
に
つ
い
て

◎
菊
　
池
　
光
　
弘

▼
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て

・   

ま
ち
お
こ
し
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・   

新
た
な
施
策
に
つ
い
て

▼
景
気
対
策
に
つ
い
て

・   

景
気
対
策
の
概
要
に
つ
い
て

▼
雇
用
問
題
に
つ
い
て

・   

雇
用
対
策
の
概
要
に
つ
い
て

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
防
災
行
政
に
つ
い
て

・   

女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
行
政
に
つ
い
て

▼
行
政
改
革
に
つ
い
て

・   

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・   

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・   

敬
老
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・   

介
護
保
険
に
つ
い
て

・   

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

◎
目
　
時
　
睦
　
男

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・   

今
後
、
周
辺
地
域
を
含
め
、
均
衡
あ

る
発
展
に
ど
う
対
応
す
る
考
え
か

・  

福
島
原
発
事
故
以
降
の
原
子
力
安
全

対
策
の
評
価
と
認
識
を
示
さ
れ
た
い

・   

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
法
定
外
課
税
の

検
討
状
況
と
今
後
の
対
応
策
は

▼
防
災
対
策
に
つ
い
て

・   

防
災
計
画
の
見
直
し
の
計
画
策
定
見

通
し
は

・   

原
子
力
災
害
発
生
時
の
実
効
性
あ
る

緊
急
避
難
対
策
は
可
能
か

・   

情
報
等
の
周
知
対
策
と
し
て
端
末
機

等
を
全
世
帯
に
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か

▼
選
挙
事
務
に
つ
い
て

・  

投
票
率
向
上
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の

対
応
策
と
今
後
の
課
題
と
対
策
は

・   

開
票
時
間
短
縮
の
こ
れ
ま
で
の
対
応

策
と
今
後
の
課
題
と
対
策
は

▼
田
名
部
高
等
学
校
大
畑
校
舎
の
存
続

に
つ
い
て

・   

県
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い

・   

存
続
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か

◎
川
　
下
　
八
十
美

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・   

行
政
と
議
会
と
の
関
係
で
基
本
的
考

え
は

・   

議
会
で
可
決
さ
れ
た
決
議
・
請
願
等

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

①
第
１
９
２
回
定
例
会
で
の
議
員
提

出
議
案
第
２
号
「
清
く
、
明
る
く
、

正
し
い
選
挙
宣
言
都
市
」に
関
す

る
決
議
に
つ
い
て

②
第
２
０
７
回
定
例
会
で
の
「
む
つ

市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委

託
に
関
す
る
請
願
」に
つ
い
て

▼
原
子
力
行
政
に
つ
い
て

・  

む
つ
運
動
公
園
野
球
場
工
事
に
係
る

放
射
性
物
質
に
つ
い
て

◎
岡
　
崎
　
健
　
吾

▼
行
政
改
革
に
つ
い
て

・   

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

交
通
に
つ
い
て

・   

全
線
開
業
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て

・   

二
次
交
通
に
つ
い
て

・   

七
戸
十
和
田
駅
へ
の
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

▼
中
学
校
武
道
必
修
化
に
つ
い
て

・  

事
故
の
危
険
性
に
つ
い
て

・   

必
修
化
に
向
け
た
準
備
と
対
策
に
つ
い
て

◎
浅
　
利
　
竹
二
郎

▼
大
湊
地
区
の
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

・   

国
道
３
３
８
号
宇
曽
利
バ
イ
パ
ス
の

整
備
状
況
に
つ
い
て

・   

大
湊
エ
コ
コ
ー
ス
ト
の
供
用
開
始
時

期
と
完
成
要
目
に
つ
い
て

・   

中
断
し
て
い
る
市
道
浜
通
り
線
の
舗
装

お
よ
び
融
雪
溝
の
整
備
再
開
に
つ
い
て

・   

通
称
「
ロ
マ
ン
ス
坂
」の
融
雪
道
路
の

整
備
に
つ
い
て

▼
激
甚
災
害
等
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

・   

土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
特
別
警

戒
区
域
の
指
定
状
況
に
つ
い
て

・   

大
湊
消
防
署
の
早
期
建
て
替
え
に
つ
い
て

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
に

つ
い
て

・  

働
く
こ
と
で
社
会
に
貢
献
し
生
き
が
い

を
見
出
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

・   

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状

況
に
つ
い
て

・   

事
務
所
建
設
の
支
援
に
つ
い
て

◎
東
　
　
　
健
　
而

▼
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

・   

合
併
時
と
現
在
の
人
口
比
較
に
つ
い
て

・   

小
・
中
・
高
の
現
在
の
人
数
は
ど
れ
位
か

・   

人
口
減
少
率
に
つ
い
て

・   

人
口
減
少
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
12
月
９
日
、
12
日
、

13
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
子
供
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

・   

無
料
化
の
拡
充
に
つ
い
て

▼
節
電
に
つ
い
て

・   

自
動
販
売
機
に
つ
い
て

▼
観
光
に
つ
い
て

・   

市
内
の
登
山
道
整
備
に
つ
い
て

▼
税
制
に
つ
い
て

・   

免
税
軽
油
制
度
に
つ
い
て

▼
福
島
原
発
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て

・   

む
つ
市
の
状
況
に
つ
い
て

・   

放
射
能
測
定
器
の
購
入
に
つ
い
て

◎
中
　
村
　
正
　
志

▼
む
つ
運
動
公
園
野
球
場
の
放
射
性
物

質
に
つ
い
て

・   

費
用
負
担
に
対
す
る
東
京
電
力
側
の

説
明
に
つ
い
て

・   

東
京
電
力
に
賠
償
請
求
を
行
っ
た
経

緯
に
つ
い
て

・   

む
つ
市
と
し
て
の
今
後
の
処
理
方
法

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

▼
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

・   

建
設
費
に
か
か
わ
る
交
付
金
の
留
保

に
つ
い
て

・   

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
立
地
基
準

に
つ
い
て

・   

む
つ
市
の
防
災
拠
点
に
つ
い
て

▼
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
と
二
次

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、一般質問における質疑応答についても詳しく掲載され

ています。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　   　    http://www.city.mutsu.lg.jp/  からご覧ください

▼
む
つ
市
副
市
長
に
選
任
す
る
者
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
23
年
11
月
25
日
を
も
っ
て
退

職
し
た
副
市
長
の
後
任
と
し
て
新
谷

加
水
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
監
査
委
員
に
選
任
す
る
者
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
市
監

査
委
員
に
冨
岡
幸
夫
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任
命

す
る
者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
　
平
成
23
年
12
月
25
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
教
育
委
員
会

委
員
に
村
中
一
文
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
た
め
の
も
の

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
３
億
２
千
２
５
８
万
５
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
１
０
４
万
円
の
増
額
補
正
）

報
　
告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
23
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
１
８
６
万
７
千
円
の
増
額
補
正
）

議
員
提
出
議
案

▼
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
を
含
む
原
子

力
政
策
の
継
続
と
早
期
提
示
を
求
め

る
意
見
書
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一部事務組合下北医療センター

決算および資金不足比率
　平成 23年 9月 20日開催の一部事務組合下北医療センター議会第117回定例会において認定された、平

成 22年度決算および資金不足比率をお知らせします。

◆平成 22年度決算概要 （単位：千円）

施設名 収　益 費　用 純損益 不良債務（資金不足） 不良債務比率

 下北医療センター 12,240,424 11,487,705 752,719 4,175,874 41.5％

 むつ総合病院 9,444,517 9,437,893 6,624 △ 378,023 ー

 川内診療所 808,539 439,652 368,887 957,312 372.0％

 むつリハビリテーション病院 20,008 31,487 △ 11,479 △ 54,710 －

 大畑診療所 217,302 169,998 47,304 2,266,464 －

 脇野沢診療所 265,216 203,843 61,373 738,691 502.5％

 大間病院 1,097,894 970,645 127,249 125,239 13.3％

 風間浦診療所 135,067 23,377 111,690 402,478 －

 佐井地区診療所 107,849 67,807 40,042 123,029 375.4％

 東通地区診療所 72,000 72,000 0 △ 530 －

 事業本部事務局 72,032 71,003 1,029 △ 4,076 －

・不良債務とは、一般会計の実質赤字と同じ意味です。

・不良債務比率は、医業収益に占める不良債務の割合です。むつリハビリテーション病院、大畑診療所、風間浦診療所および東

通地区診療所の不良債務比率は、4 施設とも利用料金制による指定管理者制度を導入している関係で対象から除外しています。

しかし、むつリハビリテーション病院、大畑診療所および風間浦診療所に不良債務（資金不足）があることに変わりありません。

収益的収支の状況
収入　12,240,424 千円

支出　11,487,705 千円

資本的収支の状況
収入　1,623,073 千円

支出　1,945,775 千円

市町村繰入金の状況

◆資金不足比率（財政健全化法に基づく）

比率名 平成 22年度 経営健全化基準

資金不足比率 35.5％ 20.0％

◎資金不足比率

　公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の悪化度を示すもの

◎資金の不足額（法適用企業）

　＝（流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高－流動資産）－解消可能資金不足額

※解消可能資金不足額とは、事業の性質上、事業開始後一定期間に構造的に資金の不足

額が生じる等の事情がある場合において、資金の不足額から控除する一定の額（指定

管理者の利用料金が該当）

◎事業の規模（法適用企業）

　＝医業収益（入院・外来収益など）の額－受託工事収益の額

　　市町村繰入金総額　 2,605,606 千円

〈内訳〉

　・収益的収支の市町村繰入金　 1,986,889 千円

　・資本的収支の市町村負担金　　470,259 千円

　・資本的収支の市町村補助金　　148,458 千円

資金不足比率 ＝
資金の不足額

事業の規模

資金不足比率の推移

※ 19 ～ 22 年度は決算、

24・25 年度は地方公

営企業経営健全化計

画のシミュレーション

数値

◎用語解説◎

【企業債】

施設整備、医療機器等購入のため

に国などから借りた借金。

【負担金・補助金】

一般会計が決められた基本的な考

え方（地方公営企業法）に基づいて

負担する経費。

【建設改良費】

施設の建設や改良、医療機器等の

購入経費。

【企業債償還金】

企業債として借り入れた借金の返

済（元金）のこと。家計に例えると

ローン返済にあたる。

【投資】

他団体への出資金や基金へ積立す

るための経費。

【補てん財源】

収支不足分を補う財源のこと。財

源がなければ一時借入金（借金）を

することになります。

〈詳しくは〉
一部事務組合下北医療センター

事業本部事務局

(22-2111内線 3233

入院収益

6,177,853 千円　50.5％

外来収益

3,321,130 千円　27.1％

市町村繰入金

1,986,889 千円

16.2％

補助金 308,314 千円 2.5％

その他 446,238 千円 3.7％

給与費

5,823,336 千円　50.7％

材料費（薬品等）

2,897,040 千円　25.2％

減価償却費522,981千円 4.5％

支払利息 410,534 千円 3.6％

その他

1,833,814 千円

16.0％

純利益 752,719 千円

企業債

798,400 千円　49.2％

市町村負担金

470,259 千円　29.0％

県・市町村補助金

354,414 千円　21.8％

補てん財源 322,702 千円のうち

内部留保資金 270,887 千円、一時借入金 51,815 千円

建設改良費

960,021千円　49.4％

企業債償還金

981,204 千円　50.4％

投資 4,550 千円 0.2％

総　額

2,605,606

千円

佐井村　81,701千円　3％

むつ市 2,067,920 千円 79％

風間浦村    155,839 千円　6％

東通村　93,540 千円　4％

大間町    206,606 千円　8％

不良債務解消分

562,606 千円 22％

負担金・補助金

2,043,000 千円 78％

（％）

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

60.4

51.8

45.1

35.5

28.1

16.9

5.7
↑経営健全化基準ライン

（年度）
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市下北自然の家

わんぱくジュニア
パワーアップ作戦！
Part2 〜冬〜　参加者募集

〈いつ〉 2 月 4 日（土）〜 5 日（日）の 1 泊 2 日

　　　午前 9 時 30 分〜 10 時受付

〈どこで〉 市下北自然の家

〈対象・定員〉 小学 3 年生〜中学 2 年生・30 名

〈参加料〉 2,400 円（食事、シーツ、保険等費用として）

〈服装〉 運動しやすい服装、防寒着、帽子、長靴、手袋

〈準備するもの〉

中ズック、着替え（3 回分）、入浴用具（バスタオル、シャ

〈問合せ・申込先〉
〒 039-4401 むつ市大畑町佐助川 399

市下北自然の家   ( 34-6151　  34-6152

+mt-shizen@city.mutsu.lg.jp
市下北自然の家ホームページ

:http://www.city.mutsu.lg.jp/index.cfm/17,0,45,html
（「下北自然の家」で検索）

　竹を使ったスキーと灯籠作り、雪あそびに竹パン作りと盛りだくさんの内容で、冬の自然を思いっきり楽

しみましょう！　仲間との友情を深め、新しい自分に挑戦し、パワーアップを目指すチャンスです！

ンプーなど）、筆記用具、脱いだ衣類を入れるビニール

袋（2 ～ 3 枚）、汗拭きタオル（2 ～ 3 枚）、その他各自

必要と思われるもの

〈申込方法〉

　電話、FAX、郵送、電子メール、ホームページいず

れかの方法でお申し込みください。

※ FAX の場合、送信確認のご連絡をお願いします

〈申込締切〉 1 月 27 日（金）

○むつ地区（訓練問合せ先・むつ消防署 (22-1680）

〈い　つ〉 1 月 26 日（木） 午前 10 時〜

〈どこで〉 田名部町 常念寺

※国指定重要文化財「木造阿弥陀如来坐像」が保管されています

○川内地区（訓練問合せ先・川内消防分署（42-3215）

〈い　つ〉 1 月 26 日（木） 午前 9 時〜

〈どこで〉 川内八幡宮

※市指定文化財「俳諧額」と「青面金剛五輪塔」が保管されています

〈詳しくは〉市教育委員会生涯学習課( 22-1111 内線 3144

○脇野沢地区（訓練問合せ先・脇野沢消防分署 ( 44-2020）

〈い　つ〉 1 月 26 日（木） 午前 9 時 30 分〜

〈どこで〉 九艘泊・船小屋休憩所

※市指定文化財「木造和漁

船」が保管されています

※大畑地区での火災防ぎょ

訓練は実施されません

『文化財防火デー』に伴う文化財防火運動実施
　昭和24年 1月 26日、法隆寺金堂壁画が焼損したのを契機に、毎年1月26日を『文化財防火デー』と定め、

全国的に文化財防火運動を展開しています。

　市では、むつ・川内・脇野沢地区で文化財の防火訓練を実施します。火災防ぎょ訓練のほか、むつ地区で

は横迎町保育所幼年消防クラブによる「火の用心」の呼びかけ、訓練終了後には市民のみなさまを対象とした

消防署員による防火・防災に関する講話が行われます。お近くにお住まいの方をはじめ、市民のみなさまの多

数のご参加をお待ちしています。

〈テーマ〉 閉講式記念講演「歌人 鳴海要吉の生涯」

〈い　つ〉 2 月 9 日（木） 午後 1 時 30 分～ 3 時

〈どこで〉 市中央公民館

〈講　師〉 下北文化社 代表 竹浪 和夫 氏

〈送迎バス〉 各公民館へお申し込みください。

脇野沢公民館前（午後 0 時 20 分発）、大畑公民館前（午

後 0 時 40 分発）、川内公民館前（午後 0 時 50 分発）

※帰りは中央公民館を午後 3 時 40 分に出発します

市民大学公開講座開催

〈い　つ〉 2 月 5 日（日） 午後 1 時～ 3 時

〈どこで〉 下北文化会館

〈出演団体および演目〉 ※プログラム順ではありません

むつ地区…奥内山鳩子ども会「田植え踊り」

大畑地区…大畑地区子ども会育成連合会

　　　　　「正津川子ども神楽」

脇野沢地区…つくし・荒波子ども会「新井田・瀬野神楽」

第 27 回 下北地区子ども会

郷土芸能発表会開催
　子どもたちが各地区に伝わる郷土芸能を発表します。

〈い　つ〉 2 月 19 日（日） 午後 0 時 30 分～（開場正午）

〈どこで〉 下北文化会館

〈入場料〉 全席指定 500 ～ 800 円

第 33 回 むつ市婦人芸能発表会開催
　むつ市連合婦人会では、郷土芸能や新舞踊、合唱等、日頃の練習の成果をご覧いただきたく発表会を開催し

ます。たくさんのみなさまのご来場をお待ちしています。

　入場券は最寄りの婦人会へお問い合わせください。

　なお、当日券は残りの座席のみの販売となります。

 〈問合せ先〉 むつ市連合婦人会 坪(22-2440　※ 市中央公民館は取り次ぎのみで販売は行なっていません

中央公民館からの
お知らせ

(24-1224

〈その他〉 

・当日は閉講式（午後 3 時～）も行います。

　修了単位を満たした方には修了証書を

授与しますのでご参加ください。なお、

修了単位等の確認はお気軽に市中央公

民館までお問い合わせください。

大間町…大間町子ども会育成連絡協議会

　　　　「奥戸春日神社大神楽」

東通村…東通村子ども会育成連合会

　　　　「つきあげ」

風間浦村…湯のまち子ども会

　　　　「下風呂若宮稲荷神社祭り囃子」

　　　　「大漁踊り」

佐井村…はまなす子ども会

　　　　「矢越鮪大謀ばやし」

・市民大学登録者以外の方でも聴講できます。

・市民大学は、「あおもり県民カレッジ」の認定講座です。

経済センサス－活動調査
ご協力をお願いします！

　平成 24 年経済センサスー活動調査が、2 月 1 日を基準

日として実施されます。

　全国すべての事業所および企業が調査の対象となり、統

計調査員が 1 月末日までに各事業所を訪問します。

　調査員から調査票を受け取りましたら「調査票の記入の

しかた」を参考にご記入いただき、2 月 1 日以降に調査員

へお渡しください。

　調査員が調査票に記入していただいた内容を他に漏ら

したり、統計以外の目的に使用することは法律で固く禁

じられていますので、事業所のみなさまのご協力をお願

いします。

〈詳しくは〉
市企画調整課市史統計担当( 22-1111 内線 2317
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６
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５
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２
世
帯
）、

３
年
連
続
（
12
世
帯
）、
２
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〜
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図
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療
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ど
る
医
療
費
の
抑
制

と
国
保
財
政
の
健
全
化
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
国
保
年
金
課
国
保
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
３
３

City Information （２０１２年・第７５９号） City Information（２０１２年・第７５９号）



( 2 6 )( 2 7 )

図書館からのお知らせ
詳しくは市立図書館へ
(28-3500　    28-3400

　・・ 今月の新着案内 ・・  ※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

震災婚

親が 70 歳になったら知っておきたい 80 のこと

そこからすべては始まるのだから

体育あそび大図鑑

どう身を守る？放射能汚染

認知症介護に行き詰まる前に読む本

人生をわが家で終える

手編みのてぶくろ

おうちで本格鍋料理

藤原さんちの毎日ごはん　2

スープの教科書

じゃがいも、玉ねぎ、にんじんさえあれば！

赤ちゃんにもママにも優しい安眠ガイド

ポップアップ・クラフトのおくりもの

読書のとびら

世界最悪の鉄道旅行ユーラシア横断 2 万キロ

危機の二十年

内部被曝の真実

それでも日本は原発を止められない

いちご姫・蝴蝶

あかりの湖畔

もういちど生まれる

いまはむかし

ヒア・カムズ・ザ・サン

星月夜

人生逆戻りツアー

だれかの木琴

あるじは秀吉

白 河 桃 子

宮 崎 牧 子

香 山 リ カ

体育あそび大好きの会

渡 辺 雄 二

多 賀 洋 子

松 井 英 男

嶋 田 俊 之

出 倉 吾 朗

み き マ マ

渡 辺 有 子

荻 野 恭 子

清 水 悦 子

高 橋 洋 一

岩波文庫編集部

下 川 裕 治

Ｅ． Ｈ． カ ー

児 玉 竜 彦

山 名　　 元

山 田 美 妙

青 山 七 恵

朝　 井　リョウ

安 澄 加 奈

有 川　　 浩

伊 集 院　 静

泉　 ウ タ マ ロ

井 上 荒 野

岩　井　三四二

極北ラプソディ

さざなみの国

防波堤

銀婚式

負けんとき　上・下巻

暗闇で踊れ

蛍の航跡

冬姫

草原の風　下

放蕩記

ジェントルマン

名のないシシャ

翁－ＯＫＩＮＡ

チェインギャングは忘れない

スウィート・ヒアアフター

ねじまき少女　上・下

メイはなんにもこわくない

あさになったのでまどをあけますよ

1001 のクリスマスをさがせ！

どこいったん

たったひとつのねがいごと

藤井旭の天文年鑑　2012 年版

そら色のピラミッド

さんこ狐

少年弁護士セオの事件簿　2

ワンス・アホな・タイム

心の森

スウィング！

絵図にみる青森湊の景観

海 堂　　 尊

勝　山　海百合

今 野　　 敏

篠 田 節 子

玉　岡　かおる

馳　　 星 周

帚 木 蓬 生

葉 室　　 麟

宮城谷　昌　光

村 山 由 佳

山 田 詠 美

山 田 悠 介

夢 枕　　 獏

横 関　　 大

よしもとばなな

パオロ・バチガルピ

きむらゆういち

荒 井 良 二

アレックス・フリス

ジョン・クラッセン

バーバラ・マクリントック

藤 井　　 旭

飯 田 一 郎

佐々木　達　司

ジョン・グリシャム

安　東　みきえ

小手鞠　る　い

横 沢　　 彰

みちのく北方漁船博物館

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

2月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

& & & 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 & & &
　　　　は蔵書点検のため休館日です

特別貸し出し実施 〜本館のみの実施〜
　2月13日（月）から22日（水）にかけて蔵書点検のため

休館となるため、特別貸し出しを実施します。

　〈貸出期間〉 1 月 30 日（月）〜 2 月 12 日（日）

　〈貸出冊数〉 ○図書…10 冊（5 冊）　○雑誌…6 冊（3 冊）

　　　　　　 ○ビデオ・DVD・CD・テープ…4 点（2 点）

　　　　　　 ※（　）内は通常時貸し出し冊数

　〈貸出期間〉 全資料…29 日間
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Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  〜時間はいずれも午前10時から11時 30分まで〜

Let 's 国 際 交 流  〜国際交流推進員 山道エイミーからのお知らせ〜

〈問合せ・申込先〉
市企画調整課国際交流担当

( 22-1111 内線 2315

※お好きな時間だけで構いません。複数のお客様がいらっ

しゃったときは、みんなで一緒に会話をする形式になり

ますのでご了承ください。

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ〜』なんて思っている方、気軽に外国人とおしゃべりして

みませんか？

　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流推進員の山道エイミー〈Amy Yamamichi〉）に日本

語でも英語でも構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。

〈いつ・どこで〉

  2 月      7 日（火）・市中央公民館

  2 月 16 日（木）・市役所本庁舎（市民ホール）

  2 月 22 日（水）・市中央公民館

  2 月 27 日（月）・市立図書館

　ワンポイント・アメリカン・カルチャー

クリスマスプレゼント

　クリスマスに日本人は、サンタさんからプレゼントを 1 個だけもらうと聞きましたが、アメリ

カではサンタさんからのプレゼントの他、親や兄弟、親戚などからたくさんのプレゼントをもら

います。しかし、中にはサイズが合わない物や気に入らない物があったりします。そのために、

アメリカでクリスマス・プレゼントを買う時は、通常の領収書の他に、値段が書いていない領収

書も一緒にもらいます。プレゼントとその領収書を一緒に渡すと、もらった人が店に行ってその

プレゼントを交換する事ができます。アメリカでは、1 月になってもプレゼント交換をする人が

多いため、店が大変込んでいます。

新しい民生委員・児童委員が決まりました
　11 月 7 日付けで、新しい民生委員・児童委員が厚生労

働大臣から委嘱されました。

〈詳しくは〉
市児童家庭課青少年・社会担当( 22-1111 内線 2511

担当地区 氏　名 住　所 電話番号

川守町 海老名 進 川守町 20-51 29-4829

「むつ市詩歌コンクール」
入賞作品展示

　今年度は詩・短歌・俳句・川柳の 4部門に3,672 点も

の応募をいただきありがとうございました。市立図書館

では最優秀・優秀賞に入賞された作品を展示します。

　みなさまのご来館お待ちしております。

　〈い　つ〉 1 月 28 日（土）〜 2 月 12 日（日）

　〈どこで〉 市立図書館 展示ホール

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
1月1日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 83円 81 〜 86 83円

☆ 18 ℓ配達価格 1,536円 1,494 〜 1,602 1,536円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,310円 5,040 〜 5,617 5,310円

☆ＬＰガス 10 ｍ3 8,899円 8,189 〜 10,132 8,893円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 142円 140 〜 144 142円

☆軽油 1ℓ現金 121円 118 〜 124 122円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

下北文化会館・大ホール 2 月の催し物案内

J    5 日（日）13:00 ～ 15:00 ………………………………… 《入場無料》
	 第 27 回 むつ・下北地区子ども会 郷土芸能発表会

J11 日（土）14:30 ～（14:00 開場）……《1,000 円（当日 1,500 円）小学生以下無料》
	 【下北文化会館自主事業】青森県出身音楽家による  2011 音楽力
	 MUSIC TEACHERs によるピアノ・ソプラノ独唱 etc

J12 日（日）13:00 ～ 15:00 ………………………………… 《入場無料》
	 むつの子どもたち＆若手演奏家によるジョイントコンサート

	 心に響く「日本のうた・世界の名曲」

J19 日（日）12:30 ～ 15:00………………… 《全席指定 500 ～ 800 円》
	 第 33 回 むつ市婦人芸能発表会
J25 日（土）14:00 ～ 16:00…………………………………《入場無料 》
	 むつ市立苫生小学校ブラスバンド部 ありがとうコンサート

〈詳しくは〉
下北文化会館 (22-8411

: http://shimobun.com/
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むつ市
情報ポケット
in fo rmat ion

むつ市役所

0175-22-1111

+  info@city.mutsu.lg.jp
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場

 　
　
　
　

ス
キ
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教
室
開
催

○
初
心
者
ス
キ
ー
教
室

〈
い
つ
〉１
月
28
日（
土
）、
29
日（
日
）

　
　  
２
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）

午
後
２
時
～
２
時
間
程
度

お
知
ら
せ

〈
対
象
・
定
員
〉小
学
校
低
学
年
・
10
名

〈
参
加
費
〉１
日
８
０
０
円

※
傷
害
保
険
料
含
む

〈
申
込
締
切
〉１
月
27
日（
金
）

〈
そ
の
他
〉

　
初
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貸
し
ス
キ
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が
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り
ま
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イ
ズ
等
に
限
り
あ
り

○
歩
く
ス
キ
ー
教
室

〈
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〉２
月
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土
）、
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日（
日
）

午
前
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時
～
午
後
３
時

〈
ど
ん
な
〉

午
前
中
は
平
坦
な
陸
上
競
技
場
で

練
習
歩
行
、
午
後
は
公
園
内
で
ト

ラ
イ
ア
ル
を
実
施

〈
対
象
・
定
員
〉小
学
生
以
上
・
20
名

※
初
心
者
、
親
子
参
加
歓
迎

〈
参
加
費
〉１
日
５
０
０
円

ゆずります（受付期間1月20日〜27日）

・電気パネルヒーター　・3人掛けソファー（合皮製・黒）

・スキーセット

　（スキー170cm・ストック・靴25.5cm・女性用で白に模様）

ゆずってください

・冬用ママコート

・柔道着

〈詳しくは〉 

むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）

(22-1111内線 2643

不用品活用登録銀行
　市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品の
あっせんをしています。お気軽にご連絡ください。なお、
有償での取り引きはご遠慮ください。

むつ市情報ポケット
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２
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30
分
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名

〈
参
加
費
〉５
０
０
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地
域
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め
の
救
急
医
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フ
ォ
ー
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ム
in
む
つ
開
催

　

医
療
資
源
（
病
院
、
診
療
所
等
）が

限
ら
れ
て
い
る
下
北
地
域
で
の
救
急
医

療
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ま
と
と
も
に
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〈
テ
ー
マ
〉

「
住
民
を
起
点
と
す
る

救
急
医
療
体
制
の
構
築
」

〈
ど
ん
な
・
講
師
〉

青
森
県
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

・
青
森
県
医
療
薬
務
課 

副
参
事 

三
浦 

朋
子 

氏

中
核
病
院
の
救
急
医
療
の

現
状
に
つ
い
て

・
む
つ
総
合
病
院  

副
院
長 

坂
井 

哲
博 

氏

救
急
搬
送
の
現
状
に
つ
い
て

・
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部 

警
防
課
長 

若
山 

典
夫 

氏

春 夏 秋 冬
短　歌

一
日
を
終
え
て
灯
を
落
す
時
機
器
の
光
は
冴
え
て
待
機
す

葛　

西　

秀　

子

求
め
き
し
小
菊
の
香
り
清
々
と
長
引
く
風
邪
の
癒
え
る
心
地
す

加　

藤　

く　

に

震
災
に
失
わ
れ
し
命
の
多
け
れ
ば
生
か
さ
れ
て
い
る
意
味
問
う
こ
と
多
し

中　

村　

笄　

子

恙
な
く
米
寿
の
春
を
迎
へ
た
り
身
に
は
無
辺
の
加
護
か
う
む
り
て本　

山　

彦　

司

俳　句

病
む
妻
を
傍
に
眺
む
冬
の
月

山　

田　

一　

良

冬
野
菜
地
産
ば
か
り
や
道
の
駅

井　

戸　

房　

枝

荒
巻
の
腹
に
た
っ
ぷ
り
ロ
シ
ア
塩

畑　

中　

月　

穂

白
神
の
猿
酒
に
神
酔
い
給
う

太　

田　

嶺　

伸

海
渡
る
龍
朗
々
と
一
人
旅

加　

藤　

酔　

歩

意
の
ま
ま
に
ペ
ン
を
走
ら
す
初
日
記

船　

橋　

葉　

月

海
鳴
り
の
今
宵
は
高
し
花
八
手

萬　

年　

和　

子

初
雀
歩
む
も
飛
ぶ
も
か
る
が
る
と

立　

花　

惠　

子

大
は
し
や
ぎ
落
葉
溜
ま
り
の
園
児
か
な

奈　

良　

和　

子

黄
落
の
ひ
と
固
ま
り
し
段
の
隅

中　

西　

か
つ
よ

脇
役
も
良
し
と
胸
張
る
き
ざ
み
葱

戸　

川　

美
恵
子

ロ
ー
カ
ル
の
車
窓
に
続
く
葱
の
畝

菊　

池　

嘉　

任

川　柳

夕
焼
け
の
海
へ
ナ
イ
フ
を
沈
ま
せ
る

出　

崎　

陽　

子

お
初
着
と
書
い
て
贈
っ
た
子
は
二
十
歳

織　

田　

澄　

香

今
日
の
顔
今
日
し
か
な
い
と
鏡
見
る

一　

戸　

フ
ミ
江

一
言
を
添
え
た
賀
状
の
あ
た
た
か
み

堀　

切　

の
ぼ
る

た
も

つ
つ
が

か
た
へ

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く→

う
ね

（
株
）日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

(
０
１
７

−

７
２
３

−

２
３
３
１

む
つ
商
工
会
議
所
指
導
課

 

(
22

−

２
２
８
３

む
つ
市
川
内
町
商
工
会

 

(
42

−

２
３
０
１

大
畑
町
商
工
会    

(
34

−

３
５
０
０

 

国
有
財
産
一
般
競
争
入
札
実
施

〈
入
札
受
付
期
間
〉

　
１
月
30
日（
月
）
～
２
月
８
日（
水
）

〈
物
件
〉

　
む
つ
市
若
松
町
２

−

49 

外
４
筆

宅
地
２
千
１
８
５
・
74
平
方
メ
ー

ト
ル 

外
９
物
件

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〈
問
合
せ
先
〉財
務
省
東
北
財
務
局

青
森
財
務
事
務
所
管
財
課

(
０
１
７

−

７
２
２

−

１
４
４
７

 

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部

 

県
税
納
税
証
明
書
の

 　
　
　

交
付
申
請
に
つ
い
て

　

官
公
庁
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
、
建
設
業
許
可
申
請
、
所
得
税
確

定
申
告
、
金
融
機
関
の
融
資
申
し
込

み
等
の
た
め
、
県
税
（
法
人
県
民
税
・

事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
、
個
人

事
業
税
等
）の
納
税
額
ま
た
は
未
納
額

が
な
い
こ
と
の
証
明
書
が
必
要
な
方

は
、
次
の
書
類
等
を
ご
準
備
の
う
え
、

交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
人
申
請
の
場
合

①
申
請
書
（
県
税
部
窓
口
ま
た
は
県

各
種
催
し
・
講
座 

等

※
昼
食
代
、
傷
害
保
険
料
含
む

〈
申
込
締
切
〉２
月
12
日（
日
）ま
で

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

（
財
）む
つ
市
教
育
振
興
会

兎
沢
ス
キ
ー
場

(
34

−

４
６
６
４

: http://w
w
w
8.ocn.

ne.jp/~kyoushin/

　 http://w
w
w
8.ocn.

ne.jp/~kyoushin/m
.htm
l

 

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○
創
作
ち
り
め
ん
雛
人
形
展
開
催

　

女
の
子
の
健
や
か
な
幸
せ
を
願
う
、

つ
る
し
雛
や
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉１
月
28
日（
土
）

～
２
月
26
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館 

２
階

〈
出
展
〉創
作
ち
り
め
ん
人
形
サ
ー
ク
ル

〈
問
合
せ
先
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

(
33

−

８
１
９
１

 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
か
ら
の

 　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

○「
す
っ
き
り
健
康
教
室
」開
催

〈
い
つ
〉１
月
31
日（
火
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

〈
ど
ん
な
〉

体
組
成
分
分
析
、
姿
勢
改
善
体
操

〈
対
象
〉18
歳
以
上
の
方

〈
参
加
費
〉３
０
０
円（
要
予
約
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉運
動
着
、
飲
み
物

○「
カ
ラ
ダ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
」開
催

〈
い
つ
〉２
月
１
日
～
毎
週
水
曜
日

 

日
本
政
策
金
融
公
庫

  

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

〈
融
資
額
〉学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

〈
利
率
〉年
２
・
５
５
％

※
母
子
家
庭
は
２
・
１
５
％
、
平
成
23

年
12
月
10
日
現
在

〈
返
済
期
間
〉15
年
以
内

※
在
学
期
間
内
、
利
息
の
み
の
返
済
可

〈
使
い
み
ち
〉

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
敷

金
・
家
賃
等

〈
返
済
方
法
〉毎
月
元
利
均
等
返
済

※
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可

〈
詳
し
く
は
〉

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

(
０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６

(
０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
納
税
義
務
者
の
印
鑑
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）

③
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転

免
許
証
等
）　

④
手
数
料
（
１
通
に
つ
き
４
０
０
円

分
の
県
証
紙
）

○
代
理
人
申
請
の
場
合

前
記
①
②
④
の
ほ
か
、

⑤
委
任
状

⑥
納
税
義
務
者
の
印
鑑
証
明
書

⑦
代
理
人
の
印
鑑

⑧
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類（
運
転
免
許
証
等
）

　
納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
み

な
さ
ま
の
大
切
な
情
報
を
証
明
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
窓
口
で
の

確
認
を
厳
格
に
行
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
交
付
申
請
可

〈
詳
し
く
は
〉下
北
地
域
県
民
局

県
税
部
納
税
管
理
課

(
22

−

８
５
８
１
内
線
２
０
３

 

３
Ｂ
体
操
体
験
教
室
開
催

〈
い
つ
〉

　
１
月
26
日（
木
）、
２
月
９
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時

〈
ど
こ
で
〉緑
寿
荘（
新
町
32

−

36
）

〈
ど
ん
な
〉

　
３
種
類
の
用
具
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、



( 3 0 )( 3 1 )

むつ市情報ポケット

募
集
し
ま
す

各 種 相 談 日 程

法律相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

  2月24日（金）
場所は市民相談室。予約制です。相談の際

はできるだけ関係書類を持参してください。

法律相談 青森県弁護士会(017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 〜 16:00

行政相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

  2月 20日（月）場所は市民相談室。行政が行う仕事につ

いての各種相談を受けます。10:00 〜 15:00

行政相談 大畑庁舎管理課(34-2111

  2月10日（金） 場所は大畑庁舎 2 階第 2 会議室。行政が

行う仕事についての各種相談を受けます。9:00 〜 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局(23-3202

土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎 2 階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。8:30 〜 17:15

人権相談 大畑庁舎管理課(34-2111

  2月10日（金） 場所は大畑庁舎旧監査室。家族間や近隣関係のこ

と、学校や職場内のことなどの相談を受けます。10:00 〜 15:00

心配ごと・結婚相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話(22-2731

月〜水・金曜日 場所は社会福祉協議会（市役所本庁舎

内）。祝日および木曜日は休み。10:00 〜 15:00

教育相談 相談専用電話(22-0974

土・日・祝日を除く毎日 場所は教育研修センター。予約制です。中学

生までの教育に関する相談に応じています。9:00 〜 16:00

こころの健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

毎月 1回 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

心の悩み、心の病気、認知症等の相談を随時受けます。お問い合わせください

女性の健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

  2月16日（木） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約不要。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 〜 12:00

暮らしとお金の安心相談会 消費者信用生活協同組合青森相談センター(017-752-6755

第3水曜日 場所は市役所本庁舎市民相談室。予約制です。

暮らしやお金の悩みについての相談を受けます。10:00 〜 16:00

消費生活相談 むつ市消費生活センター(22-1353

土・日・祝日を除く毎日

  9:00 〜 12:00
13:00 ～ 15:30

場所は市役所本庁舎商工観光課内。契約や

悪質商法、多重債務などの相談を受けます。

〈
任
期
〉平
成
24
年
４
月

〜
平
成
26
年
３
月
の
２
年
間

〈
ど
ん
な
〉

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
現
地
見

学
会
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

の
出
席 

な
ど

〈
そ
の
他
〉

　
応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

東
北
森
林
管
理
局国

有
林
モ
ニ
タ
ー
係

(
０
１
８

−

８
３
６

−

２
２
７
４

０
１
８

−

８
３
６

−

２
０
３
１

: http://w
w
w
.rinya.m

aff.
g
o.jp/tohoku/

 

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

 

　  

平
成
24
年
度
入
校
生
募
集

〈
定
員
〉

　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
各
20
名

〈
出
願
締
切
〉２
月
16
日（
木
）

〈
訓
練
期
間
〉

　
木
造
建
築
科
２
年
、
配
管
科
１
年

〈
出
願
資
格
〉

・
木
造
建
築
科

中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
（
見

込
み
含
む
）

・
配
管
科

離
転
職
者
等
で
職
業
に
必
要
な

技
能
お
よ
び
知
識
を
習
得
し
よ

う
と
す
る
方
（
性
別
不
問
）

〈
出
願
手
続
〉

　
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

木
造
建
築
科
志
望
の
方
は
む
つ
高

等
技
術
専
門
校
へ
、
配
管
科
志
望

の
方
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い

※
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に
あ
り
ま
す

〈
試
験
日
〉２
月
23
日（
木
）

〈
問
合
せ
・
出
願
先
〉文
京
町
31

−

１

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

(
24

−

１
２
３
４

　
む
つ
公
共
職
業
安
定
所

(
22

−

１
３
３
１

むつ市情報ポケット

だ
く
と
と
も
に
、
介
護
者
同
士
の
交

流
に
よ
る
、
よ
り
よ
い
在
宅
介
護
の

継
続
と
介
護
技
術
の
向
上
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

３
月
９
日
（
金
）午
後
１
時
市
役
所

本
庁
舎
を
出
発
～
10
日
（
土
）午
前

11
時
頃
終
了
予
定

〈
ど
こ
で
〉ま
か
ど
温
泉
ホ
テ
ル（
予
定
）

〈
ど
ん
な
〉

講
演
、
グ
ル
ー
プ
懇
談
、
食
事
、

温
泉
入
浴 

な
ど

〈
対
象
〉

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
家
庭
に

お
い
て
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
方

を
介
護
し
て
い
る
方
。

〈
参
加
費
〉無
料

 むつ市老人クラブ連合会

「生きがいサークル」2 月の日程

　はじめて参加される方はあらかじめご連絡ください。

　なお、お花と手芸は材料費が必要です。

◆ 老人憩いの家 『禄寿荘』（新　町）(23-5800

お 花 教 室 ……… ２日（木）・１６日（木）
手 芸 教 室 ……… ７日（火）・２１日（火）
詩 吟 教 室 ……… ３日（金）・１４日（火）
踊 り 教 室 ……… ８日（水）・２２日（水）
お 茶 教 室 ……… ９日（木）・２３日（木）
習 字 教 室 ……… １０日（金）
コ ー ラ ス 教 室 ……… １３日（月）・２４日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… ８日（水）・２２日（水）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… １３日（月）・２７日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ７日（火）・２１日（火）
着 付 教 室 ……… １日（水）・１５日（水）

〈時間〉 ダンス教室は午後 1 時〜 3 時、

　　　カラオケ・囲碁・将棋教室は午後 1 時〜 4 時、

　　　その他の教室は午前 10 時〜正午

◆ 老人憩いの家 『福寿荘』（川守町）(29-1800

詩 吟 教 室 ……… ７日（火）・２１日（火）
日 舞 教 室 ……… ６日（月）・２０日（月）
着 付 教 室 ……… １４日（火）・２８日（火）
唱 歌 教 室 ……… ３日（金）・１７日（金）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… ９日（木）・２３日（木）

〈時間〉 カラオケ教室は午後 1 時〜 4 時、その他の教室 は

　　　  午前 10 時〜正午
※各教室とも新しく会員を募集しています。「禄寿荘」、「福寿荘」

または各単位老人クラブ会長までお問い合わせください。

救
急
医
療
に
関
す
る
住
民
か
ら
の
意
見

・
北
通
り
地
域
医
療
研
究
会 

会
長 

田
中 

豊
衛 

氏

〈
い
つ
〉２
月
４
日（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

〈
参
加
費
〉無
料

〈
問
合
せ
先
〉

下
北
地
域
県
民
局
地
域
健
康
福
祉
部

保
健
総
室（
む
つ
保
健
所
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当

(
24

−

１
２
３
１

 

第
14
回
む
つ
走
五
酒
ラ
リ
ー

 

　
　
　
　
　
in
大
湊
開
催
！

　

豪
華
商
品
が
当
た
る
抽
選
付
き
！

　

友
人
や
会
社
の
同
僚
、
ご
近
所
同

士
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

〈
い
つ
〉２
月
４
日（
土
）

午
後
６
時
〜（
５
時
30
分
〜
受
付
）

〈
ど
こ
で
〉大
湊
新
町
駐
車
場

〈
参
加
店
〉28
事
業
所（
予
定
）

〈
前
売
券
〉販
売
中（
限
定
７
０
０
枚
）

※
当
日
券
も
販
売
し
ま
す

〈
そ
の
他
〉

　
前
売
券
販
売
場
所
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
む
つ
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

(
22

−

２
２
８
３

 

下
北
文
化
会
館「
音
楽
力
」シ
リ
ー
ズ

 

　
小
学
生
以
下
無
料
ご
招
待

○
次
回
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
11
日（
土
）午
後
２
時
30
分
～

青
森
県
内
小
・
中
・
高
等
学
校
音

楽
教
員
に
よ
る
ピ
ア
ノ
や
歌
の
コ

ン
サ
ー
ト（
２
時
開
場
）

〈
問
合
せ
先
〉下
北
文
化
会
館

(
22

−

８
４
１
１

:
 

http://shim
obun.com

/

 

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

【
冬
季
イ
ベ
ン
ト
】

〈
い
つ
〉２
月
12
日（
日
）

○
映
画
上
映「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ィ
ー
ト
２
」

○
ち
び
っ
こ
工
作
教
室

「
ね
ん
土
で
こ
ん
虫
を
つ
く
ろ
う
！
」

〈
参
加
費
〉１
０
０
円（
要
整
理
券
）

※
小
学
校
低
学
年
以
下
保
護
者
要
同
伴

○
親
子
工
作
教
室

「
リ
リ
ア
ン
で
あ
ん
で
み
よ
う
！
」

〈
参
加
費
〉１
０
０
円（
要
整
理
券
）

※
保
護
者
要
同
伴

○
理
科
実
験
・
観
察

「
超
低
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
」 

ほ
か

※
内
容
は
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

〈
問
合
せ
先
〉む
つ
科
学
技
術
館

(
25

−

２
０
９
１

: http://w
w
w
.jm
sfm
m
l.

or.jp/m
sm
.htm

 

酸
欠
・
粉
じ
ん

 

　
　
　 

特
別
教
育
講
習
実
施

〈
い
つ
〉２
月
20
日（
月
）、
21
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
申
込
資
格
〉

在
職
者
で
酸
欠
お
よ
び
粉
じ
ん
に
関

〈
申
込
締
切
〉２
月
29
日（
水
）

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課 

(
33

−

３
０
２
３

 

23

−

５
０
９
３

 

親
子
べ
こ
も
ち
教
室

 

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

〈
い
つ
〉２
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
定
員
・
参
加
費
〉※
先
着
順

親
子
10
組
・
１
組
１
、０
０
０
円

〈
講
師
〉こ
ぶ
し
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

〈
準
備
す
る
も
の
〉

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
台
ふ
き

〈
申
込
締
切
〉２
月
６
日（
月
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
地
域
県
民
局

地
域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振
興
室

坂
本 

(
22

−

２
６
８
５

 

平
成
24
年
度

 

　
　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
有
林
の
管
理
・
経
営
に
み
な
さ

ま
の
声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

〈
定
員
〉数
十
名
程
度

〈
申
込
締
切
〉１
月
31
日（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
た
い
方

〈
定
員
・
受
講
料
〉10
名
・
２
、８
８
０
円

〈
申
込
締
切
〉２
月
１
日（
水
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉文
京
町
31

−

１

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

齋
藤

(
24

−

１
２
３
４

 

元
気
に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

育
自
の
た
め
の
小
さ
な
魔
法

 

　
　
　
　
　
　
in
む
つ
開
催

　

い
つ
も
人
の
た
め
に
一
生
懸
命
働

い
て
い
る
あ
な
た
が
、
自
分
の
人
生

を
語
り
合
い
認
め
合
う
こ
と
で
元
気

に
な
る
体
験
講
座
で
す
。

〈
い
つ
〉２
月
28
日（
火
）

・
日
中
の
部（
お
母
さ
ん
向
け
）

午
前
10
時
〜
正
午

・
夜
の
部（
職
員
向
け
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
講
師
〉Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー

理
事 

山
口 

ひ
と
み 

氏

〈
参
加
料
〉無
料 

※
日
中
の
み
託
児
あ
り

〈
問
合
せ
〉

む
つ
市
子
育
て
メ
イ
ト
会

(
23

−

７
８
４
４

下
北
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会

(
22

−

５
２
８
０

 

む
つ
市
家
族
介
護
者
交
流
会

 

む
つ
市
在
宅
介
護
者
の

 
　
　
　
　
　
　
　
集
い
開
催

　

一
時
的
に
介
護
か
ら
解
放
し
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
い
た
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2 月 の 在 宅 当 番 医
　時間は午後 7時から午後10 時までです。また、都合
により当番医が変更になることもありますので、受診
前にはあらかじめご確認ください。

柳谷ひ尿器科皮ふ科クリニック

たなか泌尿器科クリニック

さ と う 眼 科 ク リ ニ ッ ク

どんぐりこどもクリニック

渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院

( 24-2055

( 28-2660

( 23-9165

( 24-5656

( 22-5800

☆    5日（日）

☆ 11日（土）

☆ 12日（日）

☆ 19日（日）

☆ 26日（日）

　12月の 3歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろんのこと、治し

た歯が1本もないお子さん達です。これからも　”ピカピカの歯”を大

切にしてくださいね！

〜 お子さんの歯みがき後は、お家の方の

仕上げみがきを習慣にしましょう！〜

伊 藤 晃 人 いとう あきと くん

水 口　　 颯 みずぐち そら くん

木 村 星 音 きむら せのん くん

白 藤 雅 久 しらふじ がく くん

小 野 柚 稀 おの ゆずき ちゃん

板 谷 唯 加 いたや ゆいか ちゃん

板 谷 風 佳 いたや ふうか ちゃん

畑 中 琉 羽 はたなか るう ちゃん

川 嶋 寧 々 かわしま ねね ちゃん

小山内　　　晴 おさない はる くん

室 館 伶 太 むろだて れいた くん

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    (22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　(42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　(34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　(44-2111

ハローベビー教室開催！〜夫婦での参加大歓迎〜

〈問合せ・申込先〉母子保健担当（内線 2572）

簱 谷 果 穂 はたや かほ ちゃん

澤　田　海七翔 さわだ かなと くん

濵 田 悠 斗 はまだ ゆうと くん

三 上　　 蓮 みかみ れん くん

木 下 晴 花 きのした はるか ちゃん

川 口 心 希 かわぐち あいき くん

栁　谷　芭菜子 やなぎや はなこ ちゃん

浅 野 功 暉 あさの こうき くん

菊 池 愛 羅 きくち あいら ちゃん

坂 井　　 和 さかい なごみ ちゃん

竹 山 咲 翔 たけやま さきと くん

遠　藤　清之介 えんどう せいのすけ くん

佐 藤 由 菜 さとう ゆな ちゃん

小 野 桃 佳 おの ももか ちゃん

大 海 志 穏 たいかい しおん くん

遠 島 瑠 華 とおしま るか ちゃん

今月の“ピカピカ賞”

　安心して妊娠・出産を迎えるために『ハローベビー教室』を開催します。妊婦さんや旦那さん同士でおしゃ

べりしながら楽しくお勉強します。もうすぐパパ、ママになる方、ぜひ夫婦で参加してみませんか？

　参加ご希望の方は、お電話でお申し込みください。

〈対　象〉 

平成 23 年 10 月〜 12 月末に妊娠届を出された方、転

入された妊婦さん、むつ市に里帰りしている妊婦さん

〈いつ・どんな〉 

・2 月  1 日（水）

パパも妊婦さんになってみよう！（妊婦シミュレーター体験）

自信を持って楽なお産～お産の補助動作＆妊婦体操～

おっぱいの不思議

・2 月  9 日（木）

赤ちゃんのために健康生活、

お父さん、お母さんへ～赤ちゃんからのメッセージ～

・2 月 15 日（水）

妊娠中の歯科健診とお口の健康、

赤ちゃんが生まれたら・・・

・2 月 22 日（水）

産後の過ごし方～お母さんと赤ちゃんの心と体・家族計画～

赤ちゃんのお風呂の入れ方

〈どこで〉 下北文化会館 集会娯楽室・検査検診室

〈開催時間〉 

　午後 6 時 30 分〜 8 時頃（午後 6 時 15 分〜受付）

〈準備するもの〉 

　動きやすい服装、母子健康手帳、バスタオル 1 枚

〈いつ・テーマ〉 

2 月   7 日（火）・「食のあれこれ！バランス食について考えよう」

3 月 13 日（火）・「上手な間食のとり方～初級編～」

午後 2 時～ 3 時 30 分（受付 1 時 45 分～）

〈どこで〉 市役所本庁舎 大会議室 1

〈準備するもの〉 筆記用具、健康手帳（無い方は当日差し上げます）

〈問合せ・申込先〉
成人保健担当

（内線 2577・2582）

　「栄養」「運動」「生活習慣病」の3本立てで健康教室を開催します。

　すべてに参加してもOK！　もちろん都合がつくところだけの参加でもOKです！

　保健師・栄養士・歯科衛生士がお待ちしています。お電話または窓口でお申し込みください。

〈いつ・テーマ〉 2 月 14 日（火）

「家庭でできる有酸素運動～心も体もスッキリ♪♪～」

午後 2 時～ 3 時 30 分（受付 1 時 45 分～）

〈どこで〉 下北文化会館 展示ホール

〈準備するもの〉 

内履き、タオル、水分補給できるもの、運動しやすい服装、

健康手帳（無い方は当日差し上げます）

〈いつ・テーマ〉 2 月 23 日（木）

「あなたのエネルギー銀行の収支バランスは？」

午後 2 時～ 3 時 30 分（受付 1 時 45 分～）

〈どこで〉 市役所本庁舎 大会議室 1

〈準備するもの〉 健康手帳（無い方は当日差し上げます）

〈その他〉 

　血圧測定、身長、体重、体脂肪測定、腹囲測定を予定して

います。裸足になれるようご準備ください。

〈送迎〉 「脇野沢・川内方面」および「大畑方面」から送迎があります。

　　 ご利用希望の方はお申し込み時にお伝えください。

〈申込締切〉 各教室開催の 1 週間前までにお申し込みください。

全教室共通

栄養教室　～バランス食で健康づくり～

運動教室　～有酸素運動でスッキリボディ～

生活習慣病予防教室　～あなたのエネルギー銀行、収支は大丈夫～

健康教室の時期がやってきました！

・食事のバランスを簡単に確認

する方法がわかり良かった。

・“いい”と言われているもので

も摂りすぎていることに気

付いて良かった。

・この頃、関節のあちこちが

ギシギシするのでストレッ

チができるか心配だったが、

今日はとても楽にできて安

心でした。良かったです。

ありがとうございます。

・エネルギーの収支バランス

（口から入るエネルギーと使

うエネルギーの収支決算）が

大事なんだと実感しました。
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ある日、どこかで… 

12 月 8 日（木）/ むつ市川内町商工会創立 50 周年記念式典開催

（２０１２年・第７５９号）

　むつ市川内町商工会の創立50周年記念式典がこの日、川内公民館において商工会員

ならび来賓者ら約120名が出席し、盛大に開催されました。

　同商工会は、平成19年に旧脇野沢村商工会と合併し、今年めでたく50周年という節

目の年を迎えました。半田義秋会長は「今回の50周年を契機に、一層の地域振興発展に

全力を尽くして参ります」と力強い式辞を述べました。また、来賓の宮下順一郎むつ市長

は「地域経済の中核である商工会の任務は多大であり、地域商工業者の相談役として地域

の発展のための尽力賜りたい」とお祝いの言葉を述べまし

た。

　続いて歴代会長功労として、大山弘榮、松山宏、能代信吉、滝本辰雄の各氏に、半田

会長より感謝状が授与されました。

　第二部では、（株）RABサービスの内山千早氏が「B級ご当地グルメでまちおこし」と題

して地域づくりに役立つ講演を行いました。その後に行われた祝賀会のアトラクション

では、祝舞やネブタ囃子の披露など、会場は終始お祝いムードでいっぱいとなりました。

むつ市の“うまい”情報が満載！総合ポータルサイト

 ●  編集・発行　むつ市総務政策部秘書広聴課  ( 0175-22-1111

　 〒035-8686 青森県むつ市中央一丁目 8番１号
　+   info@city.mutsu.lg.jp
:    http://www.city.mutsu.lg.jp
  http://www.city.mutsu.lg.jp/mob/（右の QRコードでアクセスできます）

総人口 63,789 人（－ 33 人） 総世帯数 29,235 世帯（－7世帯）

むつ地区 48,989人（－  25人） 川内地区 4,735人（−    6人）

大畑地区 8,065人（−    3 人） 脇野沢地区 2,000人（＋    1人）
（　 ）内は前月比

むつ市の人口・世帯数 （ 1 月1日現在） ※住民基本台帳による

　【ムチュラン】むつ市のみなさん、あけましておめでとう

じゃ！　昨年は色々な事があったが、みなさんが応援してく

れてとても嬉しいぞい♪　今年はもっと頑張るので、これか

らも応援よろしくのぉ～☆

　ちなみに、「てっぺん下北」というサイトがあるんじゃが、

そこでわしも活動日記（ブログ）を書いておるから、みんな見てのぉ♪　「てっ

ぺん下北」は、むつ下北のうまいものが買えるネットショップや、懐かしい

写真が見られる思い出ミュージアムなど、楽しいコンテンツがいっぱいなん

じゃ！　サイト内で色んなわしに出会えるから、探してみてのぉ♪

　ツイッターでとっておきの情報もつぶやいとるから、フォローミーじゃ～！

　【ムチュリー】わたしも毎日「てっぺん下北」見ています！美味

しいものが買えますし、むつ市の歴史も知ることが出来て、と

ても楽しいサイトなんですよ！　実は、ムチュランのつぶやき

もチェックしているんです（笑）

　ここで耳寄りな情報をひとつ。「てっぺん下北」サイトオープ

ン1周年を記念して、むつ下北産品が当たるプレゼントキャン

ペーンが開催されるそうよ。詳しい内容は「てっぺん下北」ホームページにア

クセスしてみてね！

ぜひご覧ください！
http://www.teppen-shimokita.jp/

1周年記念
キャンペーン実施中！

プレゼントキャンペーンについて詳しくは
今号の折込もあわせてご覧ください！

てっぺん下北 検索
クリック！


	20120120_01
	20120120_02
	20120120_03
	20120120_04
	20120120_05
	20120120_06
	20120120_07
	20120120_08
	20120120_09
	20120120_10
	20120120_11
	20120120_12
	20120120_13
	20120120_14
	20120120_15
	20120120_16
	20120120_17
	20120120_18

